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会
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4年ぶりに
対面で開

催へ
4年ぶりに

対面で開
催へ

同時中継
も実施

同時中継
も実施

日時	6月10日（土）		 午後2時半〜午後４時
場所　海城学園講堂
◎�なお今回はカフェテリアでの懇親
会はありません

◎総会参加費は無料です
参加人数把握のため参加希望の方は右のＱ
Ｒコードから登録（推奨）、もしくは同封の「は
がき」にて5月末日までにお申し込みください。 総会参加申込用

ＱＲコード

総会の主な内容
◎海原会会長挨拶　学園理事長　校長挨拶
◎�２０２２年度活動報告および決算報告、
２０２３年度活動計画および予算案
◎卒年表彰対象者への記念品贈呈
◎質疑応答　その他
◎海城学園吹奏楽団による特別演奏
◎�学内見学ツアー　希望者のみ新理科館
（サイエンスセンター）などの学内見学
を計画しています



今
年
の
第
1
0
2
回
海
原
会
定
期
総
会
は

四
年
ぶ
り
に
学
園
の
講
堂
で
の
対
面
開
催
と

な
り
ま
す
。
徳
光
会
長
も
久
々
に
皆
様
と

顔
を
合
わ
せ
て
直
接
の
交
流
が
出
来
る
事
を

楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
す
。
来
賓
と
し
て
古

賀
喜
博
理
事
長
と
4
月
に
着
任
し
た
大
迫
弘

和
新
校
長
の
ご
臨
席
も
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

学
園
の
現
状
、
こ
れ
か
ら
の
方
針
な
ど
に
つ

き
ま
し
て
も
お
話
が
伺
え
る
機
会
と
な
る
と

思
い
ま
す
。

と
は
い
え
ま
だ
コ
ロ
ナ
も
全
面
解
除
と
い

う
訳
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
大
人
数
で
の
飲
食

に
つ
い
て
は
コ
ロ
ナ
対
策
の
観
点
か
ら
今
回
は
無
理
と
判
断
し
、
総
会
後
の
カ
フェ
テ
リ
ア
で

の
懇
親
会
は
中
止
と
い
た
し
ま
す
。
そ
の
た
め
今
回
は
総
会
参
加
費
を
頂
か
な
い
こ
と
と
い

た
し
ま
す
。

卒
年
記
念
品
贈
呈
を
再
開

卒
年
記
念
品
贈
呈
を
再
開

と
い
う
こ
と
で
残
念
な
が
ら
変
則
的
な
総
会
と
な
り
ま
す
が
、
対
面
で
し
か
実
施
で
き
な

か
っ
た
卒
年
表
彰
の
記
念
品
贈
呈
は
今
回
再
開
し
ま
す
。
こ
の
3
年
間
対
象
年
次
だ
っ
た
の

に
記
念
品
を
も
ら
え
な
か
っ
た
方
々
に
は
申
し
訳
ご
ざ
い
ま
せ
ん
が
遡
っ
て
の
表
彰
は
な
し

と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。次
回
の
機
会
ま
で
お
待
ち
く
だ
さ
い
。た
だ
し
卒
業
か
ら
60
年
の
方
々

へ
の
記
念
品
贈
呈
は
、次
の
機
会
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
今
回
に
か
ぎ
り
こ
の
3
年
間
の
対
象
者

に
も
遡
っ
て
贈
呈
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。
な
お
今
回
参
加
の
皆
様
に
は
「
海
城
学
園
の
ロ

ゴ
入
り
ク
リ
ア
ファ
イ
ル
」を
差
し
上
げ
ま
す
。
こ
の
ほ
か
総
会
の
式
典
後
に
希
望
者
の
方
々

に
は
新
理
科
館
（
サ
イ
エ
ン
ス
セ
ン
タ
ー
）
の
見
学
が
で
き
る
ツ
ア
ー
も
計
画
し
て
お
り
ま

す
。
学
内
で
の
マ
ス
ク
の
着
用
に
つ
き
ま
し
て
は
個
人
判
断
に
お
任
せ
す
る
方
向
で
す
。

で
は
皆
様
総
会
で
お
会
い
し
ま
し
ょ
う
。  　
　
　
　
　
　

  　
　

   　
　
（
総
務
委
員
会
）

祝卒年表彰の対象者
祝卒業60年	 ・・・	昭和38年卒
（昭和35、36、37年卒の方も含みます）

祝卒業50年	 ・・・	昭和48年卒
祝卒業40年	 ・・・	昭和58年卒
祝卒業30年	 ・・・	平成 5 年卒
祝卒業20年	 ・・・	平成15年卒
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第第
１
０
２
１
０
２
回
海
原
会

回
海
原
会

定
期
総
会
の
お
知
ら
せ

定
期
総
会
の
お
知
ら
せ

令
和
5
年
4
月
３
日
の
月
曜
日
3
年
振
り
に
母
校
海
城
高
校
の
「
第
三
十
回
海
城
吹
奏

楽
団
」の
定
期
演
奏
会
が
「
な
か
の
Ｚ
Ｅ
Ｒ
Ｏ
ホ
ー
ル
」で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
来
場
者
は
開

演
前
か
ら
列
を
作
って
並
ん
で
い
た
が
、事
前
広
報
が
あ
ま
り
行
き
届
か
な
かっ
た
た
め
か
海

原
会
の
関
係
者
は
常
連
を
含
め
て
少
な
かっ
た
の
が
残
念
で
し
た
。
第
一
部
は
18
時
か
ら
で

す
が
、
既
に
18
時
前
か
ら
8
名
に
よ
る
ア
ン
サ
ブ
ル
で
「English Dances

」な
ど
演
奏
が
始

ま
って
会
場
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。
18
時
か
ら
齋
藤
亮
次
先
生
の
指
揮
の
も
と
第
一
部
が
ス

タ
ー
ト
、
曲
は
「W
here Eagles Soar

」「Yellow M
ountains

」「In All Its Glory

」。
第

二
部
は
生
徒
の
梅
下
一
成
君
の
指
揮
で
「
銀
河
鉄
道
９
９
９
」
で
始
ま
り
、「Deep Purple 

M
edley

」が
演
奏
さ
れ
た
。
さ
ら
に
第
三
部
は
こ
ち
ら
も
生
徒
の
古
田
剛
士
君
が
指
揮
を
し

て
、「
サ
ー
カ
スハッ
トマ
ー
チ
」「
魔
女
の
宅
急
便
コレ
ク
ション
」「
マ
ー
ド
ッ
ク
か
ら
の
最
後
の
手

紙
」を
演
奏
し
て
終
了
し
ま
し
た
。
こ
の
後
観
客
か
ら
の
ア
ンコ
ー
ルの
声
が
鳴
り
響
い
て
ア
ン

コ
ー
ルの
曲
と
な
り
ま
し
た
が
、
時
間
も
押
し
た
の
か
校
歌
の
演
奏
が
聞
け
な
かっ
た
の
は
残

念
で
し
た
。
今
回
の
演
奏
者
は
生
徒
53
名
で
演
奏
の
合
間
に
団
員
の
紹
介
や
こ
の
演
奏
で

最
後
と
な
る
団
長
の
挨
拶
な
ど
も
あ
り
盛
り
だ
く
さ
ん
。
久
に々
と
て
も
有
意
義
で
素
敵

な
楽
し
い
演
奏
会
で
し
た
。　
　

             

広
報
委
員
長　
杉
山
紘
千
佳
（
昭
和
36
年
卒
）

令
和
令
和
33
年
卒
、成
人
を
祝
う
会

年
卒
、成
人
を
祝
う
会

令
和
5
年
1
月
8

日(
日)
、
海
城
学
園
講

堂
に
お
い
て
、令
和
3
年

卒
の
成
人
を
祝
う
会
が

催
さ
れ
た
。
今
年
も
卒

年
の
80
％
を
優
に
超
え

る
２
７
０
人
が
参
加
し
、

旧
交
を
温
め
た
。
こ
の

数
年
と
は
大
き
く
違
っ

た
こ
と
は
、
講
堂
で
校

歌
斉
唱
を
し
た
こ
と
。

コ
ロ
ナ
以
前
の
姿
を
取

り
戻
し
つ
つ
あ
る
と
実

感
で
き
る
一日
で
あ
っ
た
。

第
三
十
回
海
城
吹
奏
楽
団
定
期
演
奏
会

第
三
十
回
海
城
吹
奏
楽
団
定
期
演
奏
会

コ
ロ
ナ
乗
り
越
え
て
演
奏
再
び

コ
ロ
ナ
乗
り
越
え
て
演
奏
再
び    

開
場
前
か
ら
人
の
列

開
場
前
か
ら
人
の
列

植
木
昭
夫
前
会
長
歌
集

植
木
昭
夫
前
会
長
歌
集

昨
年
四
月
に
惜
し
く
も
他
界
さ
れ
た
海
原
会
前
会
長
植

木
昭
夫
氏
の
歌
集「
古
代
紀
行
」が
ご
遺
族
に
よ
り
上
梓
さ

れ
海
原
会
に
ご
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た
。
50
代
半
ば
以
降

に
詠
ん
だ
短
歌
を
ま
と
め
ら
れ
た
と
の
こ
と
で
す
。
２
０
０

部
限
定
の
非
売
品
の
た
め
皆
様
の
お
目
に
触
れ
る
機
会
が
少

な
い
と
思
い
ま
す
の
で
学
校
の
海
原
会
連
絡
室
に
て
保
管
し

閲
覧
で
き
る
よ
う
に
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
海
原
会
総
会
あ

る
い
は
海
城
祭
海
原
会
サ
ロン
等
で
も
展
示
を
し
閲
覧
で
き

る
よ
う
に
い
た
し
ま
す
。

万
葉
研
究
者

と
し
て
の
氏
を
偲

ば
せ
る
歌
が
多

数
あ
り
改
め
て

氏
の
事
を
思
い
出

し
感
慨
を
深
く

致
し
ま
し
た
。



3

平
成
13	

西
田　
洋
輔

平
成
14	

松
坂　
新
平

平
成
15	

稲
垣　
淳
也

　
　
　
　
　

 （
５
万
円
）

平
成
15	

宮
本　
智
史

平
成
17	

𠮷
本　
仁
紀

平
成
23	

井
瀧　
　
亮

令
和
02	

大
川　
耕
平

令
和
04	

玉
木　
大
智

令
和
04	

西
村
健
太
郎

令
和
04	

堀　
　
禮
詞

令
和
04	

藤
尾　
一
郎

昭
和
41	

菅
原　
　
進

　
　
　

 （
追
加
３
千
円
）

昭
和
45	

志
賀　
敏
和

　
　
　

 （
追
加
３
千
円
）

令
和
02	

遠
藤　
　
岬

平
成
31	

今
井　
　
健

昭
和
26	

田
辺　
幸
巨

　
　
　

 （
追
加
３
千
円
）

昭
和
52	

飯
田　
真
理

　
　
　

 （
追
加
３
千
円
）

昭
和
18	

安
田　
晴
幸

　
　
　

 （
追
加
３
千
円
）

昭
和
40	

日
高　
　
透

　
　
　

 （
追
加
３
千
円
）

昭
和
44	

加
藤　
正
芳

　
　
　

 （
追
加
３
千
円
）

昭
和
56	

古
川　
裕
章

令
和
04	

干
川　
裕
輝

　
　
　
　
　

 （
８
万
円
）

昭
和
23	

島
方　
重
泰

　
　
　

 （
追
加
１
万
円
）

昭
和
33	

所　
　
利
幸

　
　

 　
（
追
加
１
万
円
）

昭
和
35	

秋
元　
孝
二

　
　
　

 （
追
加
１
万
円
）

昭
和
35	

松
倉　
信
明

　
　
　

 （
追
加
５
万
円
）

昭
和
44	

加
登　
隆
志

昭
和
46	

井
口　
茂
樹

　
　
　

 （
追
加
１
万
円
）

昭
和
61	

堤　
　
和
義

平
成
02	

渡
辺　
哲
雄

　
　
　

 （
追
加
１
万
円
）

平
成
22	

諏
訪　
博
紀

昭
和
30	

渡
辺　
𠮷
一

　
　
　

 （
一
部
１
万
円
）

令
和
03	

小
田　
知
宙

　
　
　

 （
追
加
3
万
円
）

昭
和
36	

林　
　
昭
策

　
　
　

 （
追
加
3
万
円
）

平
成
09	

堀
口　
雅
則

　
　
　

 （
追
加
3
万
円
）

令
和
03	

西
村　
隆
一

　
　
　
　
　

 （
5
万
円
）

平
成
08	

遠
田　
顕
司

　
　
　

 （
追
加
２
千
円
）

令
和
03	

山
田
宗
太
朗

平
成
25	

柳
原　
陸
斗

令
和
04	

神
山　
史
門

令
和
04	

森
岡　
　
航

昭
和
48	

石
川　
隆
一

　
　
　

 （
追
加
３
万
円
）

昭
和
49	

国
府
田
康
雄

（
敬
称
略
）

永
年
会
費
納
入
者

令
和
４
年
12
月
か
ら
令
和
５
年
３
月
末

ま
で（
受
領
日
順
）。

永
年
会
費
を
納
入
さ
れ
て
い
る
方
に
も
、封

入
作
業
の
都
合
で
、会
費
の
振
込
用
紙
が

同
封
さ
れ
て
い
ま
す
が
、ご
了
承
く
だ
さ
い
。

第第
1010
回
海
原
会
ゴ
ル
フ
大
会

回
海
原
会
ゴ
ル
フ
大
会

ゴルフ
愛
好
家
の
皆
さ
ま
、大
変
お
待
た
せ
し
て
お
り

ま
し
た
！
コロ
ナ
禍
を
乗
り
越
え
た
海
原
会
ゴルフコン

ペ
を
満
を
持
し
て
再
開
致
し
ま
す
！ 
海
原
会
と
し
て
は

2
0
2
0
年
か
ら
開
催
を
自
粛
し
て
参
り
ま
し
た
が
、

必
要
な
感
染
防
止
に
は
注
意
を
払
い
な
が
ら
で
は
あ
る

も
の
の
、皆
さ
ま
と
再
び
芝
生
の
上
で
お
目
に
か
か
る
こ

と
が
で
き
る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。
是
非
と
も
万
障
お

繰
り
合
わ
せ
の
上
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
初
め
て
参
加

さ
れ
る
方
も
大
歓
迎
で
す
！
実
行
委
員
会
一
同
、
お
待

ち
申
し
上
げ
て
お
り
ま
す
。

（
ゴルフ
部
会
副
部
会
長　
昭
和
57
年
卒　
荒
尾
純
平
）

開催要項
ゴルフコース	 紫あやめ36カントリークラブ東コース
	 〒278-0003 千葉県野田市鶴奉463-1
	 TEL 04-7124-1177
開催日時	 10月27日（金） 8:00集合
会費	 13,800円（キャディー無・昼食付）
参加費	 3,000円
競技	 新ぺリア方式
クラブバス	 東武野田線野田市駅より15分

申込方法	 �7月末日までに海原会に連絡（HP・FAX・
葉書）で登録。後日、メールか葉書にて決定
した要項の送付

初
参
加
も
大
歓
迎
で
す

初
参
加
も
大
歓
迎
で
す

海
原
会
サ
ロ
ン
、見
学
会
も
再
開
の
予
定
で
す

◎
海
原
会
サ
ロ
ン
：
コロ
ナ
禍
で
学
園
祭
そ
の
も
の
が
リ
モ
ー
ト

開
催
や
入
場
制
限
付
き
の
開
催
な
ど
変
則
的
で
あ
っ
た
こ
と
か

ら
海
原
会
サロン
も
小
規
模
の
参
加
と
い
う
形
を
取
ら
ざ
る
を
え

ま
せ
ん
で
し
た
。
今
年
は
今
の
と
こ
ろ
コロ
ナ
前
の
学
園
祭
が
開

催
さ
れ
る
見
通
し
で
す
。
そ
の
場
合
は
海
原
会
と
し
て
も
サ
ロン

を
開
催
す
る
事
で
準
備
を
す
す

め
て
い
ま
す
。
な
お
学
園
祭
の

日
程
は 

9
月
16
日（
土
）
17
日

（
日
）の
予
定
で
す
。

◎
見
学
会
：
こ
ち
ら
も
コロ
ナ

で
延
期
、
中
止
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
再
開
の
予
定
で

す
。
前
回
計
画
し
て
中
止
と
な
り
ま
し
た
海
上
自
衛
隊
横
須
賀

基
地
見
学
を
予
定
し
て
ま
す
。
な
お
日
程
や
参
加
募
集
要
項
な

ど
に
つ
き
ま
し
て
は
決
ま
り
次
第
H
P
等
を
通
じ
て
ア
ナ
ウ
ンス

し
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
事
業
企
画
委
員
会
）

「
海
原
会
賞
」は
毎
年
の
卒
業
生
の
中
か
ら
在
学
中
に
学
業
の
み

な
ら
ず
独
創
的
な
研
究
や
活
動
を
つ
づ
け
て
き
た
生
徒
に
対
し
て

贈
ら
れ
も
の
で
、
今
年
は
数
学
の
世
界
で
は
大
変
な
栄
誉
と
い
わ

れ
る
日
本
フ
ィ
ボ
ナ
ッ
チ
協

会
の
論
文
集
に
そ
の
研
究

成
果
が
掲
載
さ
れ
る
な
ど

数
学
と
取
り
組
ん
で
き
た

打
越
柊
哉
君
と
角
川
俳
句

賞
な
ど
数
多
く
の
俳
句
コン

ク
ー
ルで
優
秀
な
成
績
を
収

め
て
き
た
南
幸
佑
君
の
二
人

に
授
与
さ
れ
ま
し
た
。
お

二
人
に
は
表
彰
状
と
副
賞

１
万
円
を
そ
れ
ぞ
れ
徳
光

会
長
か
ら
贈
ら
れ
ま
し
た
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

海
原
会
賞

打
越
柊
哉
君
と
南
幸
佑
君
の
二
人
に

打
越
柊
哉
君
と
南
幸
佑
君
の
二
人
に



4

（
平
成
３
年
卒
） 

入
試
広
報
室  
塩
田
顕
二
郎

■
大
迫
弘
和
新
校
長
就
任

4
月
1
日
よ
り
、柴
田
澄
雄
前
校
長
に
代
わ
り
、

大
迫
弘
和
新
校
長
が
就
任
い
た
し
ま
し
た
。
海
原

会
員
の
皆
様
に
は
海
原
会
総
会
で
ご
紹
介
、ご
挨
拶

い
た
し
ま
す
の
で
、ぜ
ひ
総
会
に
ご
出
席
く
だ
さ
い
。

さ
て
、
今
年
度
も
真
新
し
い
学
生
服
に
身
を
包

ん
だ
3
3
2
名
の
初
々
し
い
新
入
生
を
迎
え
て
新

年
度
が
ス
タ
ー
ト
し
て
い
ま
す
が
、
そ
の
新
中
1
が

受
験
し
た
2
0
2
3
年
度
の
中
学
入
試
を
振
り

返
り
ま
す
。

今
年
は
帰
国
生
入
試
・
一
般
入
試
①
・
一
般

入
試
②
、
す
べて
に
お
い
て
出
願
者
数
が
前
年
を

上
回
り
、
完
全
中
高
一
貫
と
な
っ
た
2
0
1
1
年

以
降
で
過
去
最
多
の
受
験
者
数
と
な
り
ま
し
た
。

特
に
2
月
1
日
の
一
般
入
試
①
の
実
質
倍
率
は

3
.
4
倍
に
達
し
、
近
年
の
一
般
①
で
最
も
狭
き

門
と
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
だ
け
海
城
を
第
1
志

望
と
す
る
受
験
生
が
増
え
た
こ
と
を
意
味
し
、
併

願
校
の
傾
向
や
大
手
学
習
塾
に
よ
る
入
試
後
の
結

果
偏
差
値
を
見
て
も
、
一
般
①
と
一
般
②
の
偏
差

値
の
差
が
縮
ま
って
い
ま
す
。

「
海
城
の
人
気
の
要
因
は
何
で
す
か
」と
尋
ね
ら

れ
る
こ
と
が
よ
く
あ
り
ま
す
。
学
校
改
革
の
歩
み

を
止
め
る
こ
と
な
く
常
に
ア
ッ
プロ
ー
ド
し
て
い
く

教
育
内
容
、サ
イ
エンスセン
タ
ー
の
完
成
に
よ
る
理

科
教
育
の
充
実
、安
定
し
た
大
学
進
学
実
績
、コロ

ナ
禍
で
の
積
極
的
な
対
応
な
ど
が
高
く
評
価
さ
れ

て
い
る
と
感
じ
ま
す
。

し
か
し
、
様
々
な
ア
ン
ケ
ー
ト
を
見
る
と
、
受
験

生
・
受
験
生
保
護
者
のハ
ー
ト
を
一
番
に
つ
か
ん

で
い
る
の
は
「
海
城
生
」で
す
。
オ
ー
プン
キ
ャンパ

海
城
人
気
の
要
因
は
海
城
生

海
城
人
気
の
要
因
は
海
城
生

ス
や
海
城
祭
な
ど
で
発
揮
す
る
海
城
生
の
ホ
ス
ピ

タ
リ
テ
ィ
は
ま
さ
に
「
新
し
い
紳
士
」
と
呼
ぶ
に
ふ

さ
わ
し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
在
校
生
の
多
く
も

小
学
生
の
頃
、
海
城
祭
や
学
校
説
明
会
に
参
加
し
、

海
城
を
志
望
校
と
決
め
て
い
ま
す
。
で
す
の
で
、海

城
に
足
を
運
ん
で
く
れ
た
受
験
生
に
「
海
城
を
好

き
に
な
って
欲
し
い
」
と
い
う
思
い
が
素
直
に
行
動

に
表
れ
て
い
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

■
東
急
歌
舞
伎
町
タ
ワ
ー

4
月
14
日
、
東
急
歌
舞
伎
町
タ
ワ
ー
が
開
業
し

ま
し
た
。
映
画
館
や
ホ
ー
ルの
エン
タ
メ
系
施
設
と

高
級
ホ
テ
ル
か
ら
な
る
地
上
48
階
、
地
下
5
階
の

超
大
型
複
合
施
設
で
す
。
高
層
ビ
ル
や
ラ
グ
ジュ

ア
リ
ー
ホ
テ
ル
は
新
宿
駅
の
西
口
に
集
中
し
て
い
ま

す
の
で
、
東
口
に
そ
び
え
立
つ
歌
舞
伎
町
タ
ワ
ー
は

ひ
と
き
わ
目
立
ち
ま
す
。
海
城
の
2
号
館
や
サ
イ

エン
ス
セン
タ
ー
の
屋
上
か
ら
も
水
を
デ
ザ
イ
ン
し

た
と
い
う
美
し
い
ビル
を
眺
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

実
は
こ
の
東
急
歌
舞
伎
町
タ
ワ
ー
、
海
城
と
縁

が
あ
り
ま
す
。
プロ
ジェク
ト
リ
ー
ダ
ー
を
務
め
た

木
村
知
郎
さ
ん
（
東
急
株
式
会
社
執
行
役
員 

新

宿
プ
ロ
ジェク
ト
企
画
開
発
室
長
）
は
海
城
O
B

（
昭
和
57
年
卒
）で
す
。
開
業
を
目
前
に
控
え
た
２

月
末
、
木
村
さ
ん
は
学
校
ま
で
ご
挨
拶
に
お
越
し

く
だ
さ
り
、
ぜ
ひ
海
城
生
に
最
先
端
の
タ
ワ
ー
を

見
学
し
に
来
て
欲
し
い
と
の
お
話
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
学
校
か
ら
は
歩
い
て
20
分
ほ
ど
で
す
。
ぜ
ひ
、

見
学
の
機
会
を
作
れ
た
ら
楽
し
い
で
す
ね
。

■「
知
の
ア
ト
リ
エ
」づ
く
り
に
皆
様

　
ご
参
加
く
だ
さ
い

こ
の
タ
イ
ト
ル
は
『
海
原
』第
55
号
で
の
古
賀
理

事
長
の
記
事
で
す
。
そ
の
「
知
の
ア
ト
リ
エ
」
に
つ

い
て
現
況
を
簡
単
に
ご
報
告
し
ま
す
。
那
須
校
地

の
施
設
は
一
部
修
繕
工
事
を
終
え
、
現
在
は
本
部

棟
・
普
通
教
室
棟
が
、利
用
可
能
な
状
態
に
あ
り

ま
す
。
一
方
、
安
心
安
全
が
担
保
で
き
ず
、
維
持

管
理
が
困
難
と
判
断
せ
ざ
る
を
得
な
かっ
た
寮
施

設
等
に
つ
き
ま
し
て
は
解
体
工
事
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
環
境
の
な
か
で
、現
在
、次
の
よ
う

な
校
地
周
辺
の
リ
ソ
ー
ス
を
生
か
し
た
社
会
貢
献

事
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

１
． �

Ｎ
Ｔ
Ｔ
デ
ー
タ
だ
い
ち 

那
須
事
業
所
（
障
が

い
者
雇
用
促
進
の
た
め
の
特
例
子
会
社
）

（
１
）�那
須
校
地
の
日
常
的
な
施
設
管
理
・
清
掃
な

ど
を
請
け
負
って
い
ま
す

（
２
）古
書
販
売
に
よ
る
社
会
貢
献
事
業

本
校
Ｏ
Ｂ
で
あ
る
尾
野
寛
明
氏（
平
成
13
年
卒
）

が
代
表
を
務
め
る「
エコカ
レッ
ジ
」の
協
力
の
も
と
、

古
書
を
回
収
・
販
売
し
、そ
の
売
り
上
げ
を
那
須

校
地
の
運
営
費
に
充
て
る
と
と
も
に
那
須
地
域
の

教
育
活
動
に
還
元
す
る
社
会
貢
献
事
業
が
ス
タ
ー

ト
し
て
い
ま
す
。
こ
の
古
書
の
登
録
・
管
理
・
郵

送
な
ど
の
作
業
を
那
須
事
業
所
の
障
が
い
者
が
お

こ
な
って
い
ま
す
。

な
お
、Ｎ
Ｔ
Ｔ
デ
ー
タ
の
本
社
（
豊
洲
）に
お
い
て
、

古
書
回
収
イ
ベン
ト
を
11
月
に
１
週
間
お
こ
な
い
、

2
0
0
0
冊
の
古
書
を
集
め
ま
し
た
。

２
．
森
林
ノ
牧
場

那
須
校
地
の
向
か
い
に
広
が
る
森
林
ノ
牧
場
は
、

「
地
域
に
仕
事
と
田
舎
で
の
豊
か
な
暮
ら
し
を
つ

く
る
」・「
循
環
型
の
サ
ス
テ
ィ
ナ
ブル
な
酪
農
」
を

掲
げ
、ジ
ャ
ー
ジ
ー
牛
を
自
然
放
牧
し
、牛
乳
・
乳

製
品
な
ど
を
生
産
・
販
売
し
て
い
ま
す
。

現
在
、那
須
校
地
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
牧
草
地
と
し

て
利
用
で
き
る
か
、実
験
を
お
こ
な
って
い
ま
す
。

か
つ
て
、那
須
海
城
の
生
徒
た
ち
が
「
牛
部
」を

つ
く
り
、
森
林
ノ
牧
場
と
共
同
プロ
ジェク
ト
を
お

こ
な
って
い
ま
し
た
。

３
．�

ゆ
い
ま
～
る
那
須
・
那
須
ま
ち
づ
く
り
広
場
・

ゆ
た
か
苑

那
須
校
地
周
辺
に
は
、
サ
ー
ビ
ス
付
き
高
齢
者

住
宅
や
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
が
あ
り
、
多
く
の

高
齢
者
が
居
住
し
て
い
る
た
め
、
近
隣
の
住
民
を

対
象
と
し
た「
フレ
イ
ル
予
防
体
操
教
室
」を
10
月

に
開
催
し
ま
し
た
。

今
後
も
古
書
市
や
展
覧
会
・
音
楽
会
な
ど
の
地

域
交
流
イ
ベン
ト
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
ま
ず
は
地

域
の
皆
さ
ん
と
コ
ラ
ボ
レ
ー
ション
し
た
社
会
貢
献
事

業
に
取
り
組
み
な
が
ら
、
那
須
校
地
で
の
活
動
基
盤

を
固
め
、
海
城
生
の
新
た
な
学
び
の
フィ
ー
ル
ド
と
し

て
活
用
で
き
る
よ
う
整
備
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、海

原
会
の
皆
様
も
ぜ
ひ
「
知
の
ア
ト
リ
エ
」に
ご
参
画
く

だ
さ
い
。

学 園学 園
だ よりだ より

新理科館屋上から歌舞伎町タワーを臨む
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面
に
移
送
さ
れ
る
の
を
見
送
っ
た
。
日
本
が
戦
争
の
転
換

点
に
差
し
掛
かっ
た
時
だ
が
特
別
な
感
慨
を
持
た
な
かっ
た
。

ア
ッツ
島
の
玉
砕
の
詩
を
書
き
、
古
矢
先
生
が
手
を
加
え
た

の
で
激
情
が
こ
も
っ
た
詩
に
な
り
表
彰
さ
れ
た
。
全
文
自
作

の
も
の
で
は
な
かっ
た
の
で
気
が
咎
め
た
も
の
だ
っ
た
。

◎
中
２
の
時
、
Ｂ
29
の
空
襲
警
報
が
発
令
さ
れ
た
と
き
、
電

車
が
不
通
に
な
り
、私
は
小
林
繁
慶（
弁
慶
と
呼
ん
で
い
た
）

と
中
央
線
上
を
徒
歩
で
西
荻
窪
ま
で
帰
宅
途
上
、
東
中
野

辺
り
で
、
日
本
の
高
射
砲
の
破
片
が
落
ち
て
き
た
。
一
瞬
ひ

る
ん
だ
が
、
そ
れ
で
終
わ
っ
た
。
東
中
野
か
ら
大
久
保
の
間

に
川
が
あ
っ
た
。
終
戦
後
、
通
勤
電
車
の
ド
ア
か
ら
川
に
落

ち
た
人
が
い
た
と
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
。

◎
前
世
紀
末
、妻
の
叔
母
が
山
本
五
十
六
の
遺
稿
の
額
縁
を

持
って
い
た
の
で
、こ
れ
を
部
屋
に
飾
り
、あ
わ
せ
て
、義
父
の

陸
大
の
恩
賜
の
白
木
の
軍
刀
を
抜
き
な
が
ら
二
三
四
会
の

大
宴
会
を
催
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
集
ま
っ
た
面
は々
、森
昭

羽
と
電
車
で
乗
り
合
わ
せ
る
こ
と
多
く
す
ぐ
に
親
し
く
な
っ

た
。
彼
と
は
板
橋
の
区
立
図
書
館
で
日
曜
日
に
弁
当
持
参

で
1
日
中
受
験
勉
強
に
勤
し
む
仲
で
も
あ
っ
た
。
彼
は
中

大
に
現
役
で
入
り
ホン
ダ
系
の
会
社
に
入
社
、
そ
の
後
独
立

し
て
会
社
を
興
す
も
た
ば
こ
好
き
が
祟
っ
た
の
か
癌
を
患
い

他
界
し
た
。一
方
徳
光
君
は
昼
休
み
に
な
る
と
教
壇
の
上
に

小
さ
な
座
布
団
を
敷
き
落
語
を
披
露
す
る
ほ
ど
の
芸
達
者
。

当
時
の
人
気
落
語
家
柳
亭
痴
楽
の
演
目
「
恋
の
山
手
線
」

の
語
り
口
は
天
下
一
品
だ
っ
た
。
今
で
も
そ
の
情
景
が
目
に

浮
か
ぶ
。
彼
の
自
称
す
る
〝
口
先
職
人
〟の
最
た
る
も
の
で

◎
私
は
中
学
２
年
を
終
え
る
ま
で
海
城
に
お
世
話
に

な
って
ま
し
た
。
東
京
下
町
が
大
空
襲
を
受
け
、
東

京
に
居
る
こ
と
は
危
険
だ
と
、
母
兄
弟
の
実
家
の
あ

る
仙
台
市
に
疎
開
す
る
こ
と
に
な
り
、
私
は
意
な
ら

ず
も
転
校
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
す
。
転
校
先
は
新
設
の

仙
台
市
立
の
「
仙
台
中
学
」で
し
た
が
こ
こ
は
高
校
で
な
く
旧

制
中
学
で
4
年
（
昭
和
23
年
春
）で
修
了
、そ
の
後
家
の
間
近

に
あ
っ
た
国
立
仙
台
工
業
専
門
学
校
電
気
科
に
入
学
し
ま
し

た
。
こ
の
事
実
を
も
って
す
れ
ば
、
私
の

卒
年
は
昭
和
20
年
転
校
の
事
実
を
も
って

昭
和
20
年
度
中
退
と
す
る
か
、旧
制
中
学

の
23
年
４
修
と
み
な
す
か
２
択
問
題
に
な

る
か
と
思
い
ま
す
が
、の
ち
二
三
四
会
の
メ

ン
バ
ー
と
し
て
現
在
に
至
って
お
り
ま
す
。

二
三
四
会
は
そ
の
よ
う
に
卒
年
が
皆
違
っ

て
い
る
メン
バ
ー
の
集
ま
り

で
す
。

◎
中
一
の
夏
、
山
本

五
十
六
が
ブ
ー
ゲ
ン
ビ
ル

上
空
で
、
米
軍
に
撃
ち
落

と
さ
れ
た
。
国
葬
が
営

ま
れ
、
我
々
は
中
央
線
で

五
十
六
の
遺
体
が
長
岡
方

昭
和
30
年
（
１
９
５
５
年
）
の
秋　

伊
豆
稲
取
か

ら
赤
羽
の
中
学
に
転
校
、
都
立
Ｋ
高
校
を
目
指
し
た

が
不
合
格
。
担
任
の
先
生
か
ら
勧
め
ら
れ
た
の
が
海

城
高
校
と
本
郷
高
校
で
あ
っ
た
。
当
時
海
城
は
入
学

金
の
納
入
期
限
が
都
立
校
の
合
否
発
表
後
で
Ｏ
Ｋ
だ
っ
た
た
め

人
気
が
あ
り
浦
和
、
川
崎
な
ど
遠
方
か
ら
の
受

験
者
も
多
く
受
験
倍
率
も
高
かっ
た
。
海
城
で

は
1
年
Ａ

組　

担
任

は
小
寺
先

生
、
早
大
出
の
英
語
教
師

で
あ
っ
た
。
こ
こ
で
出
会
っ

た
の
が
小
川
靖
司
君
と
徳

光
和
夫
君
で
あ
る
。
小

川
君
は
板
橋
、
小
生
は
赤

雄
、伊
代
進
（
紀
美
子
夫
人
同
伴
）、杉
浦
宏
、平
岩
寧
。
森

は
実
兄
が
、日
米
開
戦
の
時
、戦
死
し
て
軍
神
と
崇
め
ら
れ
た
。

杉
浦
は
元
上
野
動
物
園
副
園
長
、私
の
孫
が
亀
好
き
で
、杉
浦

先
生
の
優
し
い
飼
い
方
な
ど
の
教
え
を
楽
し
ん
で
い
た
。

◎
年
１
回
の
海
原
二
三
四
会
総
会
を
、
私
が
ア
ソ
シ
エ
イ
ト
会

員
で
あ
っ
た
日
本
外
国
特
派
員
協
会（
Ｆ
Ｃ
Ｃ
Ｊ
：
当
時
は
有

楽
町
電
気
ビ
ル
）の
最
上
階
で
開
催
し
た
。
Ｆ
Ｃ
Ｃ
Ｊ
の
自
慢

の
宴
会
メニュー
が
ロ
ー
ス
ト
ビ
ー
フ
で
あ
っ
た
。
料
理
は
中
央
の

テ
ー
ブ
ル
か
ら
、広
い
部
屋
の
3
面
に

置
か
れ
た
空
い
た
席
に
各
自
が
運
び
、

そ
こ
で
、
隣
席
の
仲
間
と
語
り
な
が

ら
食
べ
る
仕
組
み
だ
っ
た
。
宮
城
を

見
下
ろ
す
景
観
が
あ
っ
た
。
総
会
終

了
後
は
別
室
の
バ
ー
で
幹
事
役
の
た

め
の
二
次
会
を
や
っ
た
。
こ
の
バ
ー
で

の
出
し
物
と
雰
囲
気
が
よ
く
、
ま
た
杯
が
進
む
。
Ｆ
ｉｓ
ｈ 

’ｎ 

Ｔ
ｉｐｓ
が
格
好
の
つ
ま
み
に
な
る
。
こ
の
総
会
は
10
期
位
続
い

た
と
思
う
。

◎
２
０
１
４
年
年
秋
不
覚
に
も
外
の
道
路
で
意
識
不
明
で
倒
れ
、

国
立
国
際
医
療
セン
タ
ー
病
院
に
搬
送
さ
れ
た
。
三
途
の
川
を

三
度
往
復
し
な
が
ら
も
、奇
跡
的
に
蘇
生
し
た
が
、以
来
草
加

市
の
介
護
ホ
ー
ム
に
逼
塞
の
身
分
に
に
な
っ
た
。
保
証
人
で
あ

る
息
子
が
Ｆ
Ｃ
Ｃ
Ｊ
を
利
用
続
行
す
る
だ
け
の
知
恵
と
余
裕

あ
っ
た
。
確
か
当
時
の
落
語
会
の
大
御
所
柳
家
小
さ
ん
師
匠

に
弟
子
入
り
志
願
す
る
も
ま
ず
は
学
校
を
卒
業
し
て
こ
い
と

断
ら
れ
た
由
。
徳
光
君
と
言
え
ば
長
嶋
選
手
に
憧
れ
て
神
宮

通
い
を
し
、慶
応
の
林
投
手
か
ら
打
っ
た
当
時
の
六
大
学
ホ
ー
ム

ラ
ン
新
記
録
の
場
面
も
み
て
い
る
と
い
う
。
当
然
大
学
は
立
教

を
受
験
し
当
時
新
設
の
社
会
学
部
に
入
学
を
果
た
し
た
。サ
ー

ク
ル
は
放
送
研
究
会
に
入
り
仲
間
に
は
故
土
居
ま
さ
る
氏
が
い

た
。
大
学
卒
業
後
日
本
テ
レ
ビ
に
入
社
し
花
形
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー

に
な
る
ま
で
上
り
詰
め
て
独
立
。
今
日
の
バス
の
番
組
で
は
食

通
と
居
眠
り
で
名
を
は
せ
て
い
る
。一
方
で
競
輪
競
馬
な
ど
の

ギ
ャン
ブ
ル
好
き
で
こ
れ
ま
で
か
な
り
の
散
財
を
し
て
い
る
も
の

の
国
の
財
政
再
建
の
一
助
に
な
って
い
る
の
で
奥
様
か
ら
も
大

目
に
み
ら
れ
て
い
る
と
い
う
。
若
し々
く
Ｔ
Ｖ
で
活
躍
す
る
彼
の

姿
は
我
々
同
期
の
誇
り
で
あ
る
。

を
持
ち
合
わ
せ
ず
、会
員
権
も
清
算
す
る
以
外
に
な
かっ
た
よ
う

だ
が
、今
戻
り
た
い
第
一
の
居
場
所
が
Ｆ
Ｃ
Ｃ
Ｊ
で
あ
る
。

◎
私
は
大
切
に
保
存
し
て
い
た
中
1
西
組
終
了
時
の
古
矢
先
生

と
ク
ラ
スの
面
が々
写
って
い
た
写
真
を
薄
紙
で
カ
バ
ー
し
て
、
個
々

の
生
徒
の
名
前
を
丁
寧
に
記
入
し
、全
員
分
を
複
製
し
て
、各
人

に
配
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
海
原
二
三
四
会
形
成
後
、
約
20
年
前
の

話
で
あ
る
。
現
二
三
四
会
の
メ
ン
バ
ー
の
何
方
か
そ
の
複
製
写
真

を
お
持
ち
の
人
が
い
な
い
だ
ろ
う
か
？
海
原
二
三
四
会
メン
バ
ー
の

戦
前
の
写
真
は
後
世
に
残
る
レ
ガ
シ
ー
に
な
る
だ
ろ
う
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ

で
流
せ
ば
早
い
反
応
を
得
ら
れ
る
だ
ろ
う
か
？
若
手
の
後
輩
が
動

い
て
く
れ
る
だ
ろ
う
か
？
戦
前
派
は
消
え
行
く
の
み
な
の
だ
。

エ
ッ

セー
＆コラ

ム

エ
ッ

セー
＆コラ

ム

前
号
に
続
き
、今
度
は
二
三
四
会
の
メ
ン
バ
ー
で
も

あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
話
題
に
触
れ
よ
う
。

昭
和
23
年
卒    

奥
山　

尚

海
城
の
思
い
出  

二
人
の
友
人

昭
和
34
年
卒    

安
藤　

浩

昭
和
16	

宇
野
教
太
郎	

Ｒ	

4・11・18

昭
和
17	

高
橋　
忠
雄	

Ｒ	

4

昭
和
23	

大
橋　
邦
彦	

Ｒ	

5・2・22

昭
和
23	

日
向　
正
幸	

Ｈ	

15・4・10

昭
和
27	

久
保　
　
滿	

R	

2・4

昭
和
28	

片
山　
忠
美	

R	

5・1・21

昭
和
31	

関　
　
英
雄	

R	

3・9・16

昭
和
34	

武
田　
全
弘	

R	

4・3・19

昭
和
34	

野
中　
綱
雄	

R	

5・3・18

昭
和
35	

阿
部 

二
三
雄	

R	

4・9・1

昭
和
35	

井
上　
晴
高	

R	

2

昭
和
40	

山
形　
豊
雄	

R	

4・4・17

昭
和
41	

秋
山　
孝
明	

R	

4・12

昭
和
42	

山
岸　
　
誠	

R	

4・4・2

昭
和
46	

後
藤　
健
司	

R	

4・9

昭
和
46	

村
田 

弘
一
郎	

R	

4・1・22

昭
和
49	

吉
原　
茂
夫	

昭
和
51	

浅
井　
健
夫	

R	

2・3・30

昭
和
55	

馬
場　
　
剛	

R	

5・1・8

昭
和
62	

横
川　
経
祐	

R	

5・2・4

訃 報 謹んでご冥福をお祈り申し上げます
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沖
縄
を
拠
点
に
食
と
文
化
を

総
合
プロ
デュー
ス

田
崎　

聡

田
崎　

聡
ささ
んん

た
ざ
き　

さ
と
し
（
昭
和
49
年
卒
）

田
崎
さ
ん
は
、
沖
縄
を
主
な
拠
点
と
し
て
仕

事
を
し
て
い
る
。
飲
食
店
プ
ロ
デ
ュー
ス
か
ら
、

街
作
り
、農
業
コン
サ
ル
、本
の
編
集
、大
学
の
非

常
勤
講
師
と
仕
事
は
多
種
多
様
だ
。

そ
ん
な
多
才
な
田
崎
さ
ん
が
沖
縄
に
移
住
し

た
き
っか
け
は
高
校
時
代
ま
で
遡
る
。

高
校
時
代
〜
沖
縄
文
化
に
興
味
〜

田
崎
さ
ん
は
高
校
か
ら
海
城
に
入
学
。
文
Ａ

コ
ー
ス
で
学
び
、
担
任
は
草
野
先
生
（
美
術
）

だ
っ
た
。

長
髪
に
し
て
い
た
の
で
目
立
つ
存
在
で
あ
り
、

伝
説
の
長
島
先
生
か
ら
「
追
い
か
け
回
さ
れ
た
」。

当
時
の
海
城
は
「
ハ
チ
ャ
メ
チ
ャ
な
奴
ば
っ
か

り
だ
っ
た
」
と
い
う
。
個
性
的
学
生
が
多
かっ
た

の
だ
ろ
う
。

部
活
は
、社
会
科
学
研
究
会
や
映
画
研
究
会

で
活
動
を
し
た
。

映
画
研
究
会
で
は
沖
縄
映
画
の
上
映
会
な
ど

を
や
っ
た
。
当
時
か
ら
沖
縄
文
化
に
興
味
を
持

ち
、年
に
1
回
は
沖
縄
に
行
って
い
た
。、ち
ょ
う

ど
沖
縄
県
の
施
政
権
が
日
本
に
返
還
さ
れ
た
こ

ろ
だ
。

社
会
科
学
研
究
会
で
は
、
生
徒
同
士
と
に
か

く
よ
く
論
争
を
し
た
。
時
に
は
８
時
間
も
論
争

し
た
こ
と
も
あ
っ
た
。
ま
た
、
先
生
も
論
争
に

加
わ
る
こ
と
も
あ
っ
た
と
い
う
。「
訳
も
わ
か
ら

な
い
論
争
を
し
た
け
ど
、あ
の
こ
ろ
の
風
潮
は
よ

かっ
た
」と
田
崎
さ
ん
は
懐
か
し
む
。

美
大
卒
業
〜
東
京
で
の
社
会
人
生
活

高
校
卒
業
後
、田
崎
さ
ん
は
武
蔵
野
美
術
大

学
に
進
学
す
る
。（「
担
任
の
草
野
先
生
の
影
響

で
は
な
い
」と
は
本
人
談
）
空
間
デ
ザ
イ
ン
、
舞

台
美
術
を
学
ん
だ
。
舞
台
美
術
は
メ
ー
キ
ャッ

プ
や
コ
ス
チュー
ム
な
ど
も
含
め
て
何
で
も
や
ら

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
部
門
だ
。

美
大
卒
業
後
は
Ｃ
Ｍ
プ
ロ
ダ
ク
ション
会
社
に

入
社
す
る
。
そ
こ
で
は
有
名
タ
レ
ン
ト
出
演
の

Ｃ
Ｍ
制
作
に
も
関
わ
っ
た
。
オ
ー
ソ
ン
・
ウ
ェル

ズ
、ソ
フ
ィ
ア
・
ロ
ー
レン
、
サ
ミ
ー
・
デ
イ
ヴ
ィ

ス
Ｊ
r
な
ど
だ
。
し
か
し
仕
事
が
ハ
ー
ド
す
ぎ

て
体
を
壊
し
そ
う
に
な
り
、
輸
入
家
具
屋
の
グ

ラ
フ
ィッ
ク
の
仕
事
に
転
職
し
サ
ラ
リ
ー
マン
生

活
を
し
ば
ら
く
送
っ
た
。

そ
し
て
、
28
歳
の
と
き
港
区
南
青
山
に
自
ら

グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ン
事
務
所
を
立
ち
上
げ

る
。
同
じ
ビ
ル
に
は
当
時
大
人
気
グ
ル
ー
プ
だ
っ

た
路
上
パフ
ォ
ー
マン
ス
グ
ル
ー
プ
の
一
世
風
靡
セ

ピ
ア
の
事
務
所
が
あ
っ
た
。「
コ
ス
モ
ポ
リ
タ
ン
」、

「
モ
ア
」、「
ウ
ィ
ズ
」
等
の
フ
ァッ
シ
ョン
、
女
性

向
け
雑
誌
の
仕
事
や
、
新
宿
西
口
と
南
口
の
通

り
道
と
し
て
人
気
だ
っ
た
ファ
ション
地
区
の
新
宿

「
ミ
ロ
ー
ド
」
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
な
ど
を
手
が
け

た
。30

代
で
沖
縄
に
移
住

東
京
の
花
粉
症
が
嫌
に
な
っ
た
こ
と
、
泡
盛
、

島
唄
な
ど
が
好
き
で
沖
縄
文
化
に
も
と
も
と
興

味
を
も
って
い
た
こ
と
か
ら
沖
縄
に
移
住
す
る
。

以
後
37
年
間
、
沖
縄
を
中
心
と
し
て
、
沖
縄
・

東
京
の
2
拠
点
で
仕
事
を
し
て
い
る
。

ち
な
み
に
移
住
の
き
っ
か
け
で
あ
る
泡
盛
に

出
会
っ
た
の
は
池
袋
が
最
初
だ
っ
た
そ
う
だ
。

沖
縄
移
住
後
、
田
崎
さ
ん
は
「
ク
ー
スバ
ー
」

「
山
猫
屋
」
等
数
の々
飲
食
店
を
プ
ロ
デュー
ス
。

「
泡
盛
王
国
」、「
粕
取
焼
酎
」
等
の
著
書
を
執

筆
。
そ
し
て
琉
球
大
学
と
滋
賀
県
立
大
学
に
て

非
常
勤
講
師
を
し
て
お
り
、「
食
と
農
業
の
持
続

可
能
な
街
づ
く
り
」、「
フ
ー
ド
ツ
ー
リ
ズ
ム
」と

い
う
テ
ー
マ
に
て
教
壇
に
立
ち
、
さ
ら
に
は
「
一

般
社
団
法
人
沖
縄
コ
ー
ヒ
ー
協
会
」
会
長
と
し

て
、沖
縄
コ
ー
ヒ
ー
の
愛
好
者
拡
大
等
に
も
力
を

注
い
で
い
る
。
ま
た
、海
城
に
関
係
す
る
と
こ
ろ

で
は
、
那
須
海
城
跡
地
の
プ
ロ
デュー
ス
に
も
関

わ
って
い
る
。

現
代
の
若
者
・
海
城
生
へ

「
受
験
教
育
の
せ
い
な
の
か
、
自
分
で
考
え
る

力
の
弱
い
日
本
の
若
者
が
多
い
。
よ
そ
の
学
校

や
よ
そ
の
国
と
も
っ
と
デ
ィ
ベ
ー
ト
す
べ
き
だ
」

と
、
高
校
時
代
に
同
級
生
と
よ
く
論
争
を
し
て

い
た
田
崎
さ
ん
は
言
う
。

「
正
解
を
求
め
よ
う
と
す
る
風
潮
の
世
の
中

で
あ
り
、
正
解
で
な
い
も
の
に
抵
抗
を
持
つ
こ
と

が
不
安
に
な
って
い
る
。
多
様
性
を
認
め
ら
れ

る
よ
う
な
人
材
に
育
って
ほ
し
い
」
と
エ
ー
ル
を

下
さ
っ
た
。

「
慶
応
の
交
詢
社
み
た
い
に
海
原
会
が
な
ら

な
い
か
な
」
と
言
って
い
た
。（

横
嶋
良
太　
記
）

一
般
社
団
法
人
食
の
風
代
表

イ
ン
ド
に
進
出
し
よ
う
と
す
る
日
系
企
業
を
、サ

ポ
ー
ト
し
て
い
る
荒
木
英
仁
さ
ん
。
と
も
す
る
と

難
し
い
と
言
わ
れ
る
イ
ン
ド
進
出
に
は
や
り
方
が

あ
って
、そ
れ
を
知
ら
な
い
か
ら
み
ん
な
失
敗
す
る

の
だ
と
い
う
。

こ
の
ま
ま
で
終
わ
っ
て
し
ま
う
と
ま
ず
い！

海
城
は
高
校
か
ら
。「
勉
学
や
部
活
に
打
ち
込

む
の
で
も
な
く
、
も
っぱ
ら
友
人
と
遊
び
ま
し
た
」

と
荒
木
さ
ん
。

思
い
出
す
の
は
学
校
の
外
。
近
く
の
喫
茶
店
や

中
華
そ
ば
「
め
と
き
」
の
味
な
ど
な
ど
。
放
課
後

に
な
る
と
友
人
と
街
へ繰
り
出
し
た
。

ご
本
人
は「
どっ

ち
か
と
い
う
と
劣

等
生
」と
い
う
自
己

評
価
だ
が
、当
時
の

海
城
生
に
そ
う
い

う
青
春
を
謳
歌
し

た
人
は
多
か
っ
た
。

そ
の
と
き
の
仲
間

は
、生
涯
の
友
人
で
、

今
で
も
年
末
に
な

る
と
集
ま
る
。

海
城
を
卒
業
後
、

ハ
ワ
イ
の
私
立
大

学
へ
。
そ
の
大
学

に
は
海
城
で
一
緒

だ
っ
た
石
原
真
吾
さ
ん
も
い
た
。
日
本
の
大
学
を

経
ず
に
海
外
の
大
学
に
進
学
。
最
近
の
海
城
生
に

は
そ
う
い
う
志
向
が
強
ま
って
い
る
と
い
う
が
、
当

時
か
ら
そ
う
い
う
進
路
が
海
城
生
に
は
あ
った
。

１
９
７
０
年
代
の
ア
メ
リ
カ
は
、
開
放
的
か
つ
退

廃
し
た
雰
囲
気
だ
っ
た
。ハリ
ウ
ッ
ド
映
画
の
よ
う

に
、
夜
な
夜
な
ボ
ロ
車
を
乗
り
回
す
青
春
が
あ
っ

た
。
し
か
し
、２
年
を
過
ぎ
た
こ
ろ
、こ
の
ま
ま
で

終
わ
って
し
ま
う
と
ま
ず
い
！
と
思
い
、一
念
発
起

し
て
サ
ン
デ
ィエ
ゴ
州
立
大
学
へ
。
ビ
ジ
ネ
スス
ク
ー

ルでマー
ケ
テ
ィン
グ
を
修
め
た
。

１
９
８
４
年
に
帰
国
し
た
あ
と
は
広
告
代
理
店

に
就
職
し
、
海
外
マー
ケッ
ト
に
関
す
る
仕
事
に
携

わった
。

来
て
見
て
分
か
っ
た
イ
ン
ド
の
ビ
ジ
ネ
ス

２
０
０
０
年
の
終
わ
り
ご
ろ
は
、シン
ガ
ポ
ー
ルに

駐
在
し
て
い
た
。
あ
る
と
き
、イ
ン
ド
に
駐
在
所
を

開
い
た
同
僚
が
ダ
ウ
ン
。「
荒
木
く
ん
、シン
ガ
ポ
ー

ル
駐
在
の
ま
ま
イ
ン
ド
の
駐
在
事
務
所
長
も
兼
任

し
た
ま
え
。
シン
ガ
ポ
ー
ル
と
イ
ン
ド
な
ん
て
、近
い

近
い
」
と
上
司
。
片
道
５
時
間
以
上
か
か
る
二
国

を
近
い
と
言
って
し
ま
う
認
識
。
こ
れ
が
日
本
企

業
が
イ
ン
ド
進
出
で
成
功
し
な
い
理
由
の
ひ
と
つ
な

の
だ
が
、と
に
か
く
、
月
イ
チ
で
シン
ガ
ポ
ー
ル
と
イ

ン
ド
を
往
復
す
る
日
が々
始
ま
った
。

イ
ン
ド
で
悪
戦
苦
闘
す
る
中
で
、
な
ぜ
、イ
ン
ド

で
は
日
本
の
ビ
ジ
ネ
ス
が
通
用
し
な
い
の
か
、
だ
ん

だ
ん
見
え
て
き
た
。

荒
木
さ
ん
は
言
う
。「
日
本
人
は
日
本
も
イ
ン

ド
も
同
じ
ア
ジ
ア
の
一
部
だ
と
思
って
い
る
で
し
ょ
。

そ
れ
が
間
違
い
。
イ
ン
ド
と
い
う
国
の
イ
メ
ー
ジ
を

き
ち
ん
と
持
って
い
る
日
本
人
が
い
な
い
か
ら
、マー

ケ
テ
ィン
グ
が
お
か
し
な
こ
と
に
な
る
」

中
国
や
東
南
ア
ジ
ア
と
日
本
は
、
な
ん
だ
か
ん

だ
言
って
も
つ
き
あ
い
が
あ
り
、
日
本
風
の
ビ
ジ
ネ

スに
相
手
も
慣
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
イ
ン
ド
は
旧

宗
主
国
の
イ
ギ
リ
ス
と
の
結
び
つ
き
が
強
く
、欧
米

の
感
覚
は
あ
って
も
日
本
風
に
は
馴
染
み
が
な
い
。

イ
ン
ド
を
東
ア
ジ
ア
・
東
南
ア
ジ
ア
と
同
じ
と
考

え
て
い
て
は
う
ま
く
い
か
な
い
の
だ
。

ビ
ジ
ネ
スモ
デ
ル
を
変
え
よ
う
、と
何
度
も
本
社

に
提
案
す
る
も
の
の
話
が
通
ら
な
い
。
こ
の
ま
ま

で
は
ダ
メ
だ
と
思
い
、
２
０
１
３
年
の
終
わ
り
に
退

職
し
て
独
立
し
た
。
そ
れ
な
り
に
勝
算
は
あ
った
。

当
時
、
グ
ジ
ャ
ラ
ー
ト
州
で
知
事
だ
っ
た
モ
デ
ィ
氏

が
首
相
に
な
ろ
う
と
し
て
い
た
。
こ
れ
か
ら
イ
ン
ド

が
変
わ
る
こ
と
が
予
想
で
き
て
い
た
。

以
来
、
荒
木
さ
ん
は
日
系
企
業
の
進
出
の
サ

ポ
ー
ト
役
を
務
め
て
き
た
。
最
初
に
イ
ン
ド
を
訪

れ
た
と
き
、
２
６
０
社
だ
っ
た
イ
ン
ド
の
日
系
企
業

は
、１
５
０
０
社
に
な
った
。

イ
ン
ド
を
知
れ
ば
、世
界
が
開
け
る

現
在
、Ｕ
Ｊ
Ａ
と
い
う
会
社
の
日
系
ビ
ジ
ネ
ス
代

表
取
締
役
と
し
て
、
荒
木
さ
ん
は
活
躍
し
て
い
る
。

本
社
は
プ
ネ
ー
に
あ
り
、グ
ルガ
オ
ン
、ムンバ
イ
、バ

ン
ガ
ロ
ー
ル
と
計
4
拠
点
、社
員
は
１
７
０
名
。

「
日
本
の
中
位
年
齢
は
48
才
だ
が
イ
ン
ド
は
28

才
。
人
口
は
つ
い
に
世
界
一
。
若
者
は
み
な
仕
事

を
求
め
て
い
る
。
雇
用
を
増
や
す
た
め
、イ
ン
ド
で

は
自
国
で
の
生
産
を
増
や
し
て
、
輸
入
を
閉
め
出

そ
う
と
し
て
い
る
。
に
も
関
わ
ら
ず
、日
本
は
い
ま

だ
に
イ
ン
ド
へ日
本
製
の
品
を
売
ろ
う
と
し
て
い
る
。

う
ま
く
い
く
わ
け
が
な
い
」と
荒
木
さ
ん
。

き
ち
ん
と
イ
ン
ド
を
知
る
日
本
人
が
増
え
る
こ

と
で
日
本
と
イ
ン
ド
が
身
近
に
な
り
、
イ
ン
ド
と
と

も
に
日
本
が
伸
び
て
い
け
る
。

「
若
い
と
き
の
私
の
よ
う
に
、
若
き
海
城
Ｏ
Ｂ
が

日
本
を
飛
び
出
し
て
活
躍
し
た
い
と
い
う
な
ら
、イ

ン
タ
ー
ン
を
受
け
入
れ
る
用
意
だ
って
あ
る
。
若
い

う
ち
に
何
で
も
や
って
み
る
こ
と
で
す
」
と
語
る
荒

木
さ
ん
。

「
イ
ン
ド
に
は
印
僑
と
も
呼
ば
れ
る
海
外
に
根

を
下
ろ
し
た
人
が
多
く
、特
に
中
東
や
ア
フ
リ
カ
に

は
強
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
あ
る
。
イ
ン
ド
を
足
が
か

り
に
世
界
が
開
け
て
く
る
ん
で
す
よ
」と
も
。

若
き
海
城
Ｏ
Ｂへの
メッセ
ー
ジ
を
送
る
荒
木
さ

ん
自
身
、
ま
だ
ま
だ
や
り
た
い
こ
と
が
た
く
さ
ん

あ
って
、
そ
の
ま
な
ざ
し
は
十
分
に
若
き
海
城
Ｏ
Ｂ

で
あ
った
。

イ
ン
ド
に
関
す
る
ご
相
談
は araki@uja　
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。https://uja.in/jp/

（
国
井
信
男　
記
）

イ
ン
ド
進
出
日
系
企
業
を

サ
ポ
ー
ト

荒
木
英
仁

荒
木
英
仁
ささ
んん

あ
ら
き　

ひ
で
ひ
と
（
昭
和
51
年
卒
）

Ｕ
Ｊ
Ａ
日
系
ビ
ジ
ネ
ス
代
表
取
締
役
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「
め
が
ね
は
ど
こ
で
誰
に
作
製
し
て
も
ら
って
ま

し
た
？
」。
こ
ん
な
質
問
を
さ
れ
た
ら
、め
が
ね
屋

さ
ん
で
度
数
を
測
り
レン
ズ
と
フ
レ
ー
ム
を
選
ん
で

購
入
す
る
、
眼
科
か
ら
処
方
箋
を
も
ら
って
め
が

ね
屋
さ
ん
に
持
ち
込
ん
で
購
入
す
る
。
お
そ
ら
く
、

こ
の
よ
う
な
答
え
を
す
る
で
し
ょ
う
。
で
も
新
田

さ
ん
は
「
日
本
で
は
こ
れ
ま
で
医
療
用
具
の
め
が

ね
を
作
る
人
も
特
別
の
資
格
の
な
い
人
の
手
で
作

ら
れ
て
い
た
の
で
す
が
、
最
近
、こ
の
眼
鏡
作
製
に

関
わ
る
国
家
検
定
資
格
が
で
き
た
ん
で
す
。
こ
れ

か
ら
め
が
ね
を
作
り
た
い
と
い
う
人
は
眼
科
医
の

受
診
を
し
て
か
ら
、
眼
鏡
作
製
技
能
士
の
居
る
眼

鏡
専
門
店
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
」
と
ア
ド
バ
イ
ス

い
た
だ
き
ま
し
た
。地

域
に
根
差
し
た
眼
鏡

店
の
現
場
で
は

20
年
以
上
に
わ
た
って
、
地

域
の
眼
科
医
院
に
自
ら
眼
科
検

査
員
と
し
て
足
を
運
び
、
眼
鏡

店
に
戻
る
と
お
客
様
に
最
適
な

眼
鏡
を
提
案
・
販
売
・
ア
フ

タ
ー
ケ
ア
に
勤
し
む
毎
日
。
取

材
に
伺
った
平
日
の
夕
方
も
、多

く
の
お
客
様
が
続
々
と
来
店
し

て
は
、
温
か
い
接
客
を
し
て
い
た
の
が
印
象
的
で
し

た
。
接
客
か
ら
戻
って
き
た
新
田
さ
ん
に
「
街
に

溶
け
込
ん
で
ま
す
ね
」と
話
し
か
け
る
と
、「
学
芸

大
学
の
商
店
街
に
て
約
60
年
、
地
域
密
着
型
の
街

の
眼
鏡
屋
さ
ん
と
し
て
根
差
し
て
い
る
ん
で
す
」と
、

教
え
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
そ
し
て
「
眼
鏡
は
物

販
と
は
少
し
違
い
、
眼
鏡
フ
レ
ー
ム
と
レン
ズ
を
組

み
合
わ
せ
て
、お
客
様
ひ
と
り
ひ
と
り
に
合
わ
せ
て

作
って
い
く
も
の
な
ん
で
す
よ
」
と
。
そ
し
て
「
で

も
、
眼
科
医
院
に
は
医
師
の
先
生
方
、
視
能
訓
練

士（
O
R
T
）と
いった
国
家
資
格
を
有
し
た
方
々

が
居
る
一
方
、
眼
鏡
作
製
に
関
し
て
は
資
格
な
し

で
作
れ
る
と
い
う
実
態
が
、い
ま
ま
で
は
普
通
だ
っ

た
ん
で
す
」。

眼
鏡
作
製
技
能
士
と
は

こ
れ
が
2
0
2
2
年
度
か
ら
新
た
に
始
ま
っ
た

国
家
検
定
資
格
「
眼
鏡
作
製
技
能
士
検
定
制
度
」

の
導
入
で
い
ま
ま
で
の
め
が
ね
作
製
の
「
普
通
」が

変
わ
る
こ
と
に
な
っ
た
と
い
い
ま
す
。
眼
鏡
作
製

を
担
う
眼
鏡
技
術
者
の
方
が々
適
切
な
診
断
・
治

療
を
担
う
眼
科
専
門
医
の
方
と々
連
携
し
つつ
、よ

り
良
い
め
が
ね
を
提
供
し
目
の
健
康
を
守
れ
る
よ

う
、そ
の
技
術
の
習
得
レベル
を
評
価
す
る
制
度
作

り
の
検
討
を
行
い
、国
家
検
定
資
格
の
ひ
と
つ
と
し

て
生
ま
れ
ま
し
た
。
こ
の
検
定
で
は
、
眼
鏡
作
製

や
販
売
・
コン
プ
ラ
イ
ア
ンスに
関
わ
る
知
識
等
を

問
う
学
科
試
験
と
、
眼
鏡
作
製
を
依
頼
す
る
方
々

の
ニ
ー
ズ
の
く
み
取
り
・
眼
鏡
加
工
・
フ
ィッ
テ
ィ

ン
グ
・
取
り
扱
い
説
明
な
ど
の
実
技
試
験
に
て
合

否
を
判
定
す
る
そ
う
で
、
そ
の
技
術
と
経
験
年
数

に
よ
り
、１
級
・
２
級
と
い
う
２
種
類
の
技
能
士
資

格
が
与
え
ら
れ
る
そ
う
で
す
。

新
田
さ
ん
は
、
こ
れ
ま
で
の
長
き
に
渡
る
眼
鏡

作
製
・
販
売
経
験
を
通
し
て
、
第
一
期
生
と
し
て

イ
ン
ド
に
進
出
し
よ
う
と
す
る
日
系
企
業
を
、サ

ポ
ー
ト
し
て
い
る
荒
木
英
仁
さ
ん
。
と
も
す
る
と

難
し
い
と
言
わ
れ
る
イ
ン
ド
進
出
に
は
や
り
方
が

あ
って
、そ
れ
を
知
ら
な
い
か
ら
み
ん
な
失
敗
す
る

の
だ
と
い
う
。

こ
の
ま
ま
で
終
わ
っ
て
し
ま
う
と
ま
ず
い！

海
城
は
高
校
か
ら
。「
勉
学
や
部
活
に
打
ち
込

む
の
で
も
な
く
、
も
っぱ
ら
友
人
と
遊
び
ま
し
た
」

と
荒
木
さ
ん
。

思
い
出
す
の
は
学
校
の
外
。
近
く
の
喫
茶
店
や

中
華
そ
ば
「
め
と
き
」
の
味
な
ど
な
ど
。
放
課
後

に
な
る
と
友
人
と
街
へ繰
り
出
し
た
。

ご
本
人
は「
どっ

ち
か
と
い
う
と
劣

等
生
」と
い
う
自
己

評
価
だ
が
、当
時
の

海
城
生
に
そ
う
い

う
青
春
を
謳
歌
し

た
人
は
多
か
っ
た
。

そ
の
と
き
の
仲
間

は
、生
涯
の
友
人
で
、

今
で
も
年
末
に
な

る
と
集
ま
る
。

海
城
を
卒
業
後
、

ハ
ワ
イ
の
私
立
大

学
へ
。
そ
の
大
学

に
は
海
城
で
一
緒

だ
っ
た
石
原
真
吾
さ
ん
も
い
た
。
日
本
の
大
学
を

経
ず
に
海
外
の
大
学
に
進
学
。
最
近
の
海
城
生
に

は
そ
う
い
う
志
向
が
強
ま
って
い
る
と
い
う
が
、
当

時
か
ら
そ
う
い
う
進
路
が
海
城
生
に
は
あ
った
。

１
９
７
０
年
代
の
ア
メ
リ
カ
は
、
開
放
的
か
つ
退

廃
し
た
雰
囲
気
だ
っ
た
。ハリ
ウ
ッ
ド
映
画
の
よ
う

に
、
夜
な
夜
な
ボ
ロ
車
を
乗
り
回
す
青
春
が
あ
っ

た
。
し
か
し
、２
年
を
過
ぎ
た
こ
ろ
、こ
の
ま
ま
で

終
わ
って
し
ま
う
と
ま
ず
い
！
と
思
い
、一
念
発
起

し
て
サ
ン
デ
ィエ
ゴ
州
立
大
学
へ
。
ビ
ジ
ネ
スス
ク
ー

ルでマー
ケ
テ
ィン
グ
を
修
め
た
。

１
９
８
４
年
に
帰
国
し
た
あ
と
は
広
告
代
理
店

に
就
職
し
、
海
外
マー
ケッ
ト
に
関
す
る
仕
事
に
携

わった
。

来
て
見
て
分
か
っ
た
イ
ン
ド
の
ビ
ジ
ネ
ス

２
０
０
０
年
の
終
わ
り
ご
ろ
は
、シン
ガ
ポ
ー
ルに

駐
在
し
て
い
た
。
あ
る
と
き
、イ
ン
ド
に
駐
在
所
を

開
い
た
同
僚
が
ダ
ウ
ン
。「
荒
木
く
ん
、シン
ガ
ポ
ー

ル
駐
在
の
ま
ま
イ
ン
ド
の
駐
在
事
務
所
長
も
兼
任

し
た
ま
え
。
シン
ガ
ポ
ー
ル
と
イ
ン
ド
な
ん
て
、近
い

近
い
」
と
上
司
。
片
道
５
時
間
以
上
か
か
る
二
国

を
近
い
と
言
って
し
ま
う
認
識
。
こ
れ
が
日
本
企

業
が
イ
ン
ド
進
出
で
成
功
し
な
い
理
由
の
ひ
と
つ
な

の
だ
が
、と
に
か
く
、
月
イ
チ
で
シン
ガ
ポ
ー
ル
と
イ

ン
ド
を
往
復
す
る
日
が々
始
ま
った
。

イ
ン
ド
で
悪
戦
苦
闘
す
る
中
で
、
な
ぜ
、イ
ン
ド

で
は
日
本
の
ビ
ジ
ネ
ス
が
通
用
し
な
い
の
か
、
だ
ん

だ
ん
見
え
て
き
た
。

荒
木
さ
ん
は
言
う
。「
日
本
人
は
日
本
も
イ
ン

ド
も
同
じ
ア
ジ
ア
の
一
部
だ
と
思
って
い
る
で
し
ょ
。

そ
れ
が
間
違
い
。
イ
ン
ド
と
い
う
国
の
イ
メ
ー
ジ
を

き
ち
ん
と
持
って
い
る
日
本
人
が
い
な
い
か
ら
、マー

ケ
テ
ィン
グ
が
お
か
し
な
こ
と
に
な
る
」

中
国
や
東
南
ア
ジ
ア
と
日
本
は
、
な
ん
だ
か
ん

だ
言
って
も
つ
き
あ
い
が
あ
り
、
日
本
風
の
ビ
ジ
ネ

スに
相
手
も
慣
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
イ
ン
ド
は
旧

宗
主
国
の
イ
ギ
リ
ス
と
の
結
び
つ
き
が
強
く
、欧
米

の
感
覚
は
あ
って
も
日
本
風
に
は
馴
染
み
が
な
い
。

イ
ン
ド
を
東
ア
ジ
ア
・
東
南
ア
ジ
ア
と
同
じ
と
考

え
て
い
て
は
う
ま
く
い
か
な
い
の
だ
。

ビ
ジ
ネ
スモ
デ
ル
を
変
え
よ
う
、と
何
度
も
本
社

に
提
案
す
る
も
の
の
話
が
通
ら
な
い
。
こ
の
ま
ま

で
は
ダ
メ
だ
と
思
い
、
２
０
１
３
年
の
終
わ
り
に
退

職
し
て
独
立
し
た
。
そ
れ
な
り
に
勝
算
は
あ
った
。

当
時
、
グ
ジ
ャ
ラ
ー
ト
州
で
知
事
だ
っ
た
モ
デ
ィ
氏

が
首
相
に
な
ろ
う
と
し
て
い
た
。
こ
れ
か
ら
イ
ン
ド

が
変
わ
る
こ
と
が
予
想
で
き
て
い
た
。

以
来
、
荒
木
さ
ん
は
日
系
企
業
の
進
出
の
サ

ポ
ー
ト
役
を
務
め
て
き
た
。
最
初
に
イ
ン
ド
を
訪

れ
た
と
き
、
２
６
０
社
だ
っ
た
イ
ン
ド
の
日
系
企
業

は
、１
５
０
０
社
に
な
った
。

イ
ン
ド
を
知
れ
ば
、世
界
が
開
け
る

現
在
、Ｕ
Ｊ
Ａ
と
い
う
会
社
の
日
系
ビ
ジ
ネ
ス
代

表
取
締
役
と
し
て
、
荒
木
さ
ん
は
活
躍
し
て
い
る
。

本
社
は
プ
ネ
ー
に
あ
り
、グ
ルガ
オ
ン
、ムンバ
イ
、バ

ン
ガ
ロ
ー
ル
と
計
4
拠
点
、社
員
は
１
７
０
名
。

「
日
本
の
中
位
年
齢
は
48
才
だ
が
イ
ン
ド
は
28

才
。
人
口
は
つ
い
に
世
界
一
。
若
者
は
み
な
仕
事

を
求
め
て
い
る
。
雇
用
を
増
や
す
た
め
、イ
ン
ド
で

は
自
国
で
の
生
産
を
増
や
し
て
、
輸
入
を
閉
め
出

そ
う
と
し
て
い
る
。
に
も
関
わ
ら
ず
、日
本
は
い
ま

だ
に
イ
ン
ド
へ日
本
製
の
品
を
売
ろ
う
と
し
て
い
る
。

う
ま
く
い
く
わ
け
が
な
い
」と
荒
木
さ
ん
。

き
ち
ん
と
イ
ン
ド
を
知
る
日
本
人
が
増
え
る
こ

と
で
日
本
と
イ
ン
ド
が
身
近
に
な
り
、
イ
ン
ド
と
と

も
に
日
本
が
伸
び
て
い
け
る
。

「
若
い
と
き
の
私
の
よ
う
に
、
若
き
海
城
Ｏ
Ｂ
が

日
本
を
飛
び
出
し
て
活
躍
し
た
い
と
い
う
な
ら
、イ

ン
タ
ー
ン
を
受
け
入
れ
る
用
意
だ
って
あ
る
。
若
い

う
ち
に
何
で
も
や
って
み
る
こ
と
で
す
」
と
語
る
荒

木
さ
ん
。

「
イ
ン
ド
に
は
印
僑
と
も
呼
ば
れ
る
海
外
に
根

を
下
ろ
し
た
人
が
多
く
、特
に
中
東
や
ア
フ
リ
カ
に

は
強
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
あ
る
。
イ
ン
ド
を
足
が
か

り
に
世
界
が
開
け
て
く
る
ん
で
す
よ
」と
も
。

若
き
海
城
Ｏ
Ｂへの
メッセ
ー
ジ
を
送
る
荒
木
さ

ん
自
身
、
ま
だ
ま
だ
や
り
た
い
こ
と
が
た
く
さ
ん

あ
って
、
そ
の
ま
な
ざ
し
は
十
分
に
若
き
海
城
Ｏ
Ｂ

で
あ
った
。

イ
ン
ド
に
関
す
る
ご
相
談
は araki@uja　
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。https://uja.in/jp/

（
国
井
信
男　
記
）

１
級
技
能
士
の
資
格
を
取
得
。「
い
ま
は
、日
本
中

の
眼
鏡
作
製
の
関
わ
る
方
に々
、こ
の
資
格
を
通
し

て
、
お
客
様
に
最
適
な
提
案
・
販
売
・
ケ
ア
を
行

う
総
合
エ
キ
ス
パ
ー
ト
に
な
って
頂
こ
う
と
動
い
て

ま
す
」と
、
日
常
の
業
務
を
並
行
し
な
が
ら
、
こ
の

制
度
推
進
に
携
わ
って
い
る
。

新
田
さ
ん
の
海
城
時
代

そ
ん
な
新
田
さ
ん
は
中
学
・
高
校
時
代
は
水

泳
部
に
所
属
。
別
名
「
半
魚
人
倶
楽
部
」創
世
期

の
部
長
で
も
あ
り
「
部
員
も
集
客
し
て
ま
し
た
」

と
の
こ
と
。
英
語
科
の
杉
本
先
生
に
は
中
学
時
代
、

体
育
科
の
大
澤
先
生
に
は
高
校
時
代
、
水
泳
部
の

顧
問
と
し
て
大
変
お
世
話
に
な
って
い
た
そ
う
で
す
。

お
店
が
、
東
急
東
横
線
・
学
芸
大
学
駅
近
く
の
商

店
街
に
立
地
し
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、海
城
学
園
の

生
徒
が
訪
れ
る
こ
と
も
あ
る
そ
う
で
、
そ
の
よ
う

な
と
き
は
普
段
の
目
を
さ
ら
に
細
め
て
「
私
も
海

城
卒
な
ん
で
す
」と
温
か
く
声
を
か
け
て
は
、
先
生

方
の
話
題
で
盛
り
上
が
る
こ
と
も
あ
る
そ
う
で
す
。

新
田
さ
ん
か
ら
は
「
あ
の
国
語
科
に
い
た
新
田
先

生
の
愚
息
で
す
！
と
、こ
の
紹
介
文
を
締
め
れ
ば
再

度
読
み
返
し
て
く
れ
る
か
な
？
」と
の
こ
と
。
眼
鏡

作
製
技
能
士
に
関
す
る
啓
蒙
、
普
及
に
対
し
て
の

熱
さ
が
最
後
ま
で
伝
わ
り
ま
し
た
。　

　

 （
樵　
裕
介　
記
）

メ
ガ
ネ
に
関
す
る
総
合

エキ
スパー
ト

「
眼
鏡
作
製
技
能
士
」

新
田
泰
之

新
田
泰
之
ささ
んん

株
式
会
社 

山
崎
眼
鏡
院 

取
締
役

に
っ
た  

や
す
ゆ
き
（
平
成
２
年
卒
）

眼鏡の視力を調整中の
新田さん

眼鏡作製技能士のいる眼鏡店
のマーク

眼鏡作製技能士
のいる眼鏡店検索

眼鏡作製技能士
とは



せ
を
数
百
回
こ
な
さ
れ
る
そ
う
で
す
…
…
）。

来
年
ま
た
元
気
に
再
会
す
る
こ
と
を
約
し
て

散
会
と
な
り
ま
し
た
。
連
絡
が
取
れ
ず
声
が
け

で
き
な
い
人
が
多
い
の
で
、こ
れ
を
見
た
方
は
ぜ
ひ

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
お
待
ち
し
て
い
ま
す
！

（
折
笠
剛
士
）

り
で
、
い
い
で
す
ね
！
や
り
ま
し
ょ
う
！
」と
茂
木

先
生
か
ら
快
諾
い
た
だ
き
、
少
人
数
で
「
岡
村

く
ん
に
よ
る
茂
木
先
生
への
結
婚
報
告
会
」
の
開

催
に
こ
ぎ
つ
け
ま
し
た
。
し
か
し
、
会
食
が
始
ま

り
、茂
木
先
生
の
近
況
を
伺
って
み
る
と
、な
ん
と

今
年
で
70
歳
！
急
遽
、
会
食
テ
ーマ
は
「
茂
木
先

生
・
プ
チ
古
稀
お
祝
い
」に
変
更
と
な
り
、
ご
家

族
や
お
孫
さ
ん
の
お
話
な
ど
、先
生
の
元
気
な
近

況
を
お
伺
い
形
に
な
り
ま
し
た
。
コロ
ナ
禍
に
よ

り
、な
か
な
か
ク
ラ
ス
会
が
で
き
な
い
状
況
が
続
い

て
い
ま
し
た
が
、「
近
い
う
ち
に
、ク
ラ
ス
会
と
し
て
、

茂
木
先
生
の
古
稀
お
祝
い
を
盛
大
に
や
り
し
ょ

う
！
」そ
う
いって
会
食
を
締
め
く
く
り
ま
し
た
。

写
真
左
か
ら
：
岡
村
、茂
木
先
生
、長
谷
川
、樵
、

中
村
、溝
渕　
　

                    　
（
樵　
裕
介
）

昭
和
62
年
卒
同
期
会

つ
い
に
初
孫
誕
生
の
話
題
も

3
月
18
日(

土)

新
大
久
保
駅
前
の
鳥
良
商
店

に
て
昭
和
62
年
卒
の
同
期
会
を
開
き
ま
し
た
。

卒
業
以
来
35
年
ぶ
り
に
会
っ
た
人
、
昨
年
の
松

長
哲
聖
く
ん
や
2
月
の
横
川
経
祐
く
ん
な
ど
葬

儀
で
た
び
た
び
会
う
人
、合
計
20
人
が
集
ま
り
ま

し
た
。
昔
話
、
病
気
自
慢
な
ど
い
つ
も
の
話
題
に

加
え
、
今
年
は
つ
い
に
初
孫
の
情
報
が
飛
び
出
し

ま
し
た
。
そ
ん
な
年
回
り
に
な
っ
た
こ
と
に
驚
い

た
り
感
動
し
た
り
し
つ
つ
、
再
会
を
誓
い
合
い
散

会
し
ま
し
た
。
な
お
、
昭
和
62
年
卒
で
は
Ｍ
Ｌ
で

み
ん
な
と
繋
が
って
い
ま
す
。
ま
だ
参
加
さ
れ
て

い
な
い
方
は
国
井
ま
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

（
国
井
信
男
）

bunjitsu94seisaku@
docom

o.ne.jp

昭
和
36
年
卒
同
期
会「
36
会
」

有
志
10
人
で
傘
寿
を
祝
う
会

ハ
ワ
イ
在
住
の
立
花
幹
史
郎
君
が
コロ
ナ
禍
も

収
ま
り
、
急
遽
4
年
ぶ
り
に
来
日
し
た
の
で
、
有

志
10
人
で
、
四
谷
の
「
鴨
の
助
」の
蕎
麦
屋
を
貸

切
に
し
て
「
傘
寿
の
会
」を
開
催
し
ま
し
た
。
集

ま
る
の
は
久
し
ぶ
り
な
の
で
、
来
な
か
っ
た
人
の

消
息
だ
と
か
、
自
分
達
の
知
って
い
る
人
の
紹
介

だ
と
か
、昨
年
亡
く
な
っ
た
人
の
話
と
か
、飲
み
な

が
ら
食
べ
な
が
ら
話
が
は
ず
み
ま
し
た
。
今
年
の

36
会
の
予
定
で
、旅
行
幹
事
の
斉
藤
君
が
「
傘
寿

の
会
」の
バス
旅
行
を
計
画
中
と
か
、
36
会
単
独

で
、
横
須
賀
の
「
海
上
自
衛
隊
」の
見
学
等
の
話

と
か
、
今
後
の
36
会
の
在
り
方
の
話
が
出
て
盛
り

上
が
り
、午
後
2
時
前
に
解
散
。
そ
の
後
は
地
元

の
林
君
が
私
を
除
い
た
9
人
を
連
れ
て
二
次
会

に
向
か
い
ま
し
た
。　
　

 　
　

 （
杉
山 

紘
千
佳
）

参
加
者
：
浅
倉
、伊
藤
、岡
本
、木
村
、小
山
、杉

山
、高
杉
、滝
本
、立
花
、林

8

馬
場
剛
君（
Ｓ
55
卒
）

の
早
逝
を
惜
し
む

　

 

昭
和
46
年
卒 

川
田
洋
之
助

馬
場
君
の
訃
報
を
知
っ
た
の
は
今
年
の
２
月
６
日
で
す
。
去
年

の
師
走
に
卒
年
は
違
う
海
城
Ｏ
Ｂ
４
人
で
馬
場
君
幹
事
で
新
大

久
保
駅
前
の
焼
き
鳥
屋
で
一
献
酌
み
交
わ
し
た
ば
か
り
。
彼
も

元
気
そ
う
だ
っ
た
の
で
、
急
の
訃
報
で
し
た
。 

彼
は
学
園
の
１
卒

業
生
で
す
が
、ユニ
ー
ク
な
存
在
の
１
人
と
し
て
訃
報
を
書
か
せ
て

頂
き
ま
し
た
。 

そ
の
、ユニ
ー
ク
な
面
を
紹
介
し
手
向
け
の
言
葉

と
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

先
ず
彼
は
文
系
ク
ラ
ス
か
ら
鶴
見
大

歯
学
部
に
進
ん
だ
変
わ
り
種
と
言
う
特
筆
す
べ
き
経
歴
を
持
ち

ま
す
。
無
事
卒
業
さ
れ
、趣
味
に
お
い
て
も
、ボ
ク
シン
グ
、そ
し

て
音
楽
を
嗜
む
ロッ
クンロ
ー
ラ
ー
で
も
あ
り
、地
域
の
小
学
校
の

歯
の
検
診
も
手
掛
け
、
生
徒
さ
ん
達
に
も
ロッ
ク
の
歯
の
先
生
と

し
て
馴
染
ん
で
い
た

そ
う
で
す
。
親
し
み

深
く
付
き
合
い
も
良

く
海
原
会
で
も
世
代

を
越
え
、
幅
広
い
活

動
に
尽
力
さ
れ
ま
し

た
。 

そ
の
時
彼
が
見

せ
た
笑
顔
を
忘
れ
ず

１
つ
の
糧
と
し
て
生

き
て
参
ろ
う
と
思
い

ま
す
。 

あ
り
が
と
う

馬
場
君 

ま
た
逢
う

日
ま
で
。

追
悼

ご
退
職

村
山
雅
之
先
生
が
令
和
4
年
度
で
退
職

を
さ
れ
た
。
昭
和
63
年
に
奉
職
以
来
、
数

学
科
の
教
員
と
し
て
、
教
務
部
長
と
し
て
、

教
鞭
を
執
ら
れ
て
き
た
村
山
先
生
だ
が
、

昭
和
52
年
に
海
城
高
校
を
卒
業
さ
れ
た
Ｏ

Ｂ
で
も
あ
っ
た
。
生
徒
と
し
て
の
海
城
の
思

い
出
は
、

当
時
、
名

物
先
生
と

し
て
そ
の

名
を
轟
か

せ
た
長
島

先
生
。
朝

の
校
門
で
生
徒
を
出
迎
え
る
姿
が
印
象
的

だ
っ
た
と
い
う
。当
時
の
海
城
は
お
じ
い
ち
ゃ

ん
先
生
が
多
か
っ
た
の
で
、
気
合
の
入
っ
た

若
し々
い
長
島
先
生
と
の
ギ
ャッ
プ
が
際
立
っ

て
い
た
。
そ
ん
な
印
象
の
長
島
先
生
だ
っ
た
が
、

教
員
と
し
て
と
も
に
仕
事
を
す
る
よ
う
に
な

る
と
、親
し
み
や
す
い
一
面
も
あ
り
、イ
メ
ー
ジ

が
変
わっ
た
の
だ
と
か
。

村
山
先

生
の
こ
ろ
の

海
城
は
、
高

校
か
ら
入
学

し
て
き
た
生

徒
が
大
半
で

あった
が
、現

在
は
中
高
一
貫
校
と
な
っ
た
。
村
山
先
生
の

こ
ろ
と
比
べ
る
と
、
今
の
海
城
生
は
６
年
間
も

い
る
か
ら
、母
校
愛
の
熱
量
が
違
う
と
感
じ
る
。

一
方
で
、真
剣
に
進
学
を
含
め
た
将
来
を
考
え

て
い
る
と
こ
ろ
は
変
わ
ら
な
い
と
も
感
じ
る
。

退
職
に
あ
た
り
、
海
城
で
の
思
い
出
に
つい

て
聞
く
と
、「
思
い
出
に
ま
だ
な
って
い
な
い
。

こ
れ
か
ら
な
る
の
だ
ろ
う
」と
感
慨
深
げ
に
語

ら
れ
た
。
続
け
て
、「
た
だ
、
生
徒
に
は
恵
ま

れ
た
と
思
い
ま
す
」と
も
。
母
校
で
教
鞭
を
と

る
こ
と
に
つ
い
て
、
特
別
に
意
識
す
る
こ
と
は

な
かっ
た
そ
う
だ
が
、
今
ま
で
の
流
れ
と
歴
史

を
知
って
い
る
の
で
、
そ
こ
は
役
に
立
つ
部
分
が

あ
っ
た
と
い
う
。
今
後
の
海
城
の
後
輩
た
ち
に

つい
て
は
、「
大
学
の
こ
と
ば
か
り
考
え
る
の
で

は
な
く
て
、
将
来
日
本
を
背
負
って
行
く
人
材

に
な
って
いって
ほ
し
い
」
と
語
ら
れ
た
。
村
山

先
生
、今
ま
で
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
昭
和
62
年
卒　
国
井
信
男
）

日
本
を
背
負
っ
て
行
く

人
材
に
な
っ
て
欲
し
い
 

（
数
学
科
教
諭
）
村
山
雅
之
先
生

ご
退
職

平
成
元
年
に
奉
職
以
来
、
30
年
以
上
に

亘
り
国
語
科
の
教
員
と
し
て
教
鞭
を
執
って

き
た
田
村
祐
一
先
生
が
令
和
4
年
度
で
退

職
を
さ
れ
た
。
先
生
は
大
学
院
修
士
課
程

在
籍
後
、桐
朋
、巣
鴨
で
非
常
勤
講
師
を
つ

と
め
、
河
合
塾
で
も
講
師
を
し
て
い
た
。
31

歳
の
と
き
、

早
稲
田
大

学
国
語
国

文
学
会
と

い
う
サ
ー

ク
ル
の
先

輩
だ
っ
た

中
村
久
憲
先
生
（
国
語
科
）
か
ら
紹
介
を

受
け
て
採
用
試
験
を
受
け
た
と
い
う
。
そ

し
て
、
1
年
目
か
ら
担
任
を
持
っ
た
。
学

生
時
代
に
演
劇
に
の
め
り
込
ん
だ
経
験
か

ら
、演
劇
部
の
顧
問
と
し
て
も
生
徒
指
導
に
あ

た
っ
た
。
顧
問
着
任
当
時
の
演
劇
部
員
は
た
っ

た
の
2
人
。
し
か
し
先
生
が
演
出
し
て
生
徒

2
人
の
み
が
出
演
し
た
演
劇
で
、あ
る
大
会
に

出
場
し
た
こ

と
も
あ
っ
た
。

コ
ミ
ュニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
が
苦

手
な
生
徒
が

入
部
し
て
き

て
芝
居
で
セ

リ
フの
練
習
を
す
る
う
ち
に
、
話
し
方
を
学
ぶ

と
い
う
ケ
ー
ス
が
あ
る
と
い
う
。

学
園
業
務
に
お
い
て
は
、
2
年
目
か
ら
情
報

処
理
部
（
当
時
）の
一
員
と
し
て
学
園
の
I
T

化
発
展
に
尽
力
さ
れ
た
。
先
生
が
関
わ
っ
た

案
件
は
枚
挙
に
暇
が
な
い
。
成
績
処
理
等
の

た
め
の
サ
ー
バ
ー
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
シ
ス
テ
ム
立
ち

上
げ
や
、学
内
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
サ
ー
バー
構

築
、ア
ド
レ
ス
命
名
規
則
策
定
、教
員
番
号
規

則
・
学
籍
番
号
の
採
番
ル
ー
ル
策
定
な
ど
に
も

関
わった
。

ま
た
、
修
学
旅
行
の
行
き
先
を
提
案
し
た

こ
と
も
思
い
出
深
い
と
い
う
。
伝
説
の
長
島
先

生
か
ら
「
お
い
若
い
の
！
修
学
旅
行
の
行
き
先

は
ど
こ
に
し
た
い
ん
だ
！
」と
聞
か
れ
、「
日
本

海
側
を
回
り
た
い
」と
提
案
し
、バス
中
心
の
長

い
ル
ー
ト
を
計
画
し
た
。
田
村
先
生
、
長
い
間

有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
平
成
5
年
卒　
横
嶋
良
太
）

演
劇
部
の
指
導
や

学
園
業
務
の
IT
化
促
進

 

（
国
語
科
教
諭
）
田
村
祐
一
先
生
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せ
を
数
百
回
こ
な
さ
れ
る
そ
う
で
す
…
…
）。

来
年
ま
た
元
気
に
再
会
す
る
こ
と
を
約
し
て

散
会
と
な
り
ま
し
た
。
連
絡
が
取
れ
ず
声
が
け

で
き
な
い
人
が
多
い
の
で
、こ
れ
を
見
た
方
は
ぜ
ひ

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
お
待
ち
し
て
い
ま
す
！

（
折
笠
剛
士
）

平
成
4
年
卒
目
良
ク
ラ
ス
同
窓
会

10
数
年
ぶ
り
の
対
面
開
催

２
０
０
９
、２
０
１
０
、２
０
２
０
と
今
ま
で
3
回

開
催
し
て
き
ま
し
た
が
、
前
回
は
コロ
ナ
禍
で
リ

モ
ー
ト
で
の
開
催
だ
っ
た
の
で
、
実
に
十
数
年
ぶ
り

の
対
面
で
の
目
良
ク
ラ
ス
同
窓
会
。
皆
な
か
な
か

都
合
が
合
わ
な
か
っ
た
り
連
絡
が
取
れ
な
か
っ
た

り
で
総
勢
6
名
で
の
こ
じ
ん
ま
り
と
し
た
会
で
し

た
が
、
目
良
先
生
を
囲
ん
で
と
て
も
楽
し
い
ひ
と

時
を
過
ご
し
ま
し
た
。
卒
業
か
ら
31
年
が
経
ち
、

我
が々
49
歳
に
な
り
当
時
の
先
生
の
年
齢
の
48
歳

を
超
え
て
い
た
こ
と
に
驚
き
ま
し
た
が
、
79
歳
に

な
ら
れ
て
当
時
の
印
象
と
あ
ま
り
変
わ
ら
ず
お

元
気
な
先
生
に
も
び
っ
く
り
で
し
た
（
腕
立
て
伏

り
で
、
い
い
で
す
ね
！
や
り
ま
し
ょ
う
！
」と
茂
木

先
生
か
ら
快
諾
い
た
だ
き
、
少
人
数
で
「
岡
村

く
ん
に
よ
る
茂
木
先
生
への
結
婚
報
告
会
」
の
開

催
に
こ
ぎ
つ
け
ま
し
た
。
し
か
し
、
会
食
が
始
ま

り
、茂
木
先
生
の
近
況
を
伺
って
み
る
と
、な
ん
と

今
年
で
70
歳
！
急
遽
、
会
食
テ
ーマ
は
「
茂
木
先

生
・
プ
チ
古
稀
お
祝
い
」に
変
更
と
な
り
、
ご
家

族
や
お
孫
さ
ん
の
お
話
な
ど
、先
生
の
元
気
な
近

況
を
お
伺
い
形
に
な
り
ま
し
た
。
コロ
ナ
禍
に
よ

り
、な
か
な
か
ク
ラ
ス
会
が
で
き
な
い
状
況
が
続
い

て
い
ま
し
た
が
、「
近
い
う
ち
に
、ク
ラ
ス
会
と
し
て
、

茂
木
先
生
の
古
稀
お
祝
い
を
盛
大
に
や
り
し
ょ

う
！
」そ
う
いって
会
食
を
締
め
く
く
り
ま
し
た
。

写
真
左
か
ら
：
岡
村
、茂
木
先
生
、長
谷
川
、樵
、

中
村
、溝
渕　
　

                    　
（
樵　
裕
介
）

平
成
2
年
卒
茂
木
ク
ラ
ス
同
窓
会

茂
木
先
生
の
プ
チ
古
稀
お
祝
い

２
０
２
２
年
10
月
に
「(

岡
村)

正
哉
が
、
結
婚

し
た
ら
し
い
！
」
と
の
情
報
を
溝
渕
く
ん
が
聞
き

つ
け
、
急
遽
渋
谷
に
て
当
時
の
6
年
10
組
有
志
が

招
集
し
サ
プ
ラ
イ
ズ
祝
宴
を
挙
げ
ま
し
た
。
こ
の

後
「
新
型
コロ
ナ
が
落
ち
着
い
た
ら
、
恩
師
・
茂

木
先
生
へ
も
直
接
ご
報
告
を
！
」
と
い
う
話
に
な

り
、
収
束
が
見
え
始
め
た
今
年
の
３
月
、
茂
木
先

生
に
お
誘
い
の
電
話
を
入
れ
ま
し
た
。「
久
し
ぶ

昭
和
62
年
卒
同
期
会

つ
い
に
初
孫
誕
生
の
話
題
も

3
月
18
日(

土)

新
大
久
保
駅
前
の
鳥
良
商
店

に
て
昭
和
62
年
卒
の
同
期
会
を
開
き
ま
し
た
。

卒
業
以
来
35
年
ぶ
り
に
会
っ
た
人
、
昨
年
の
松

長
哲
聖
く
ん
や
2
月
の
横
川
経
祐
く
ん
な
ど
葬

儀
で
た
び
た
び
会
う
人
、合
計
20
人
が
集
ま
り
ま

し
た
。
昔
話
、
病
気
自
慢
な
ど
い
つ
も
の
話
題
に

加
え
、
今
年
は
つ
い
に
初
孫
の
情
報
が
飛
び
出
し

ま
し
た
。
そ
ん
な
年
回
り
に
な
っ
た
こ
と
に
驚
い

た
り
感
動
し
た
り
し
つ
つ
、
再
会
を
誓
い
合
い
散

会
し
ま
し
た
。
な
お
、
昭
和
62
年
卒
で
は
Ｍ
Ｌ
で

み
ん
な
と
繋
が
って
い
ま
す
。
ま
だ
参
加
さ
れ
て

い
な
い
方
は
国
井
ま
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

（
国
井
信
男
）

bunjitsu94seisaku@
docom

o.ne.jp

昭
和
36
年
卒
同
期
会「
36
会
」

有
志
10
人
で
傘
寿
を
祝
う
会

ハ
ワ
イ
在
住
の
立
花
幹
史
郎
君
が
コロ
ナ
禍
も

収
ま
り
、
急
遽
4
年
ぶ
り
に
来
日
し
た
の
で
、
有

志
10
人
で
、
四
谷
の
「
鴨
の
助
」の
蕎
麦
屋
を
貸

切
に
し
て
「
傘
寿
の
会
」を
開
催
し
ま
し
た
。
集

ま
る
の
は
久
し
ぶ
り
な
の
で
、
来
な
か
っ
た
人
の

消
息
だ
と
か
、
自
分
達
の
知
って
い
る
人
の
紹
介

だ
と
か
、昨
年
亡
く
な
っ
た
人
の
話
と
か
、飲
み
な

が
ら
食
べ
な
が
ら
話
が
は
ず
み
ま
し
た
。
今
年
の

36
会
の
予
定
で
、旅
行
幹
事
の
斉
藤
君
が
「
傘
寿

の
会
」の
バス
旅
行
を
計
画
中
と
か
、
36
会
単
独

で
、
横
須
賀
の
「
海
上
自
衛
隊
」の
見
学
等
の
話

と
か
、
今
後
の
36
会
の
在
り
方
の
話
が
出
て
盛
り

上
が
り
、午
後
2
時
前
に
解
散
。
そ
の
後
は
地
元

の
林
君
が
私
を
除
い
た
9
人
を
連
れ
て
二
次
会

に
向
か
い
ま
し
た
。　
　

 　
　

 （
杉
山 
紘
千
佳
）

参
加
者
：
浅
倉
、伊
藤
、岡
本
、木
村
、小
山
、杉

山
、高
杉
、滝
本
、立
花
、林

昭
和
51
年
卒
同
期
会

恒
例
の
忘
年
会

昭
和
51
年
卒
有
志
は
年
末
に
忘
年
会
を
す
る

こ
と
を
恒
例
と
し
て
い
ま
す
。
昨
年
末
は
新
大

久
保
の
麗
郷
に
９
人
が
集
ま
り
ま
し
た
。
福
島

先
生
・
新
田
先
生
・
竹
田
先
生
な
ど
懐
か
し
い

恩
師
の
話
や
、
亡
く
な
って
し
ま
っ
た
同
期
の
話
、

公
表
で
き
な
い
武
勇
伝
な
ど
を
語
り
合
い
ま
し
た
。

還
暦
は
過
ぎ
た
け
ど
、
ま
だ
ま
だ
元
気
な
我
々
。

今
年
も
年
末
に
集
ま
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

（
佐
藤
彰
展
）

昭
和
57
年
卒
有
志
の
同
窓
会

活
躍
途
上
の
年
代

２
０
２
３
年
3
月
18
日
に
新
大
久
保
の
鳥
良
に

て
12
名
が
集
い
旧
交
を
温
め
ま
し
た
。
海
城
中

か
ら
の
者
、高
校
か
ら
の
者
、文
Ａ
か
ら
理
科
コ
ー

ス
ま
で
幅
広
い
メ
ン
バ
ー
が
集
ま
る
こ
と
が
で
き
、

「
そ
ろ
そ
ろ
定
年
」「
孫
で
き
た
！
」
と
い
う
話

題
で
持
ち
き
り
で
は
あ
り
な
が
ら
も
、
こ
れ
か
ら

初
め
て
の
海
外
赴
任
に
向
か
う
者
も
い
る
と
い
う
、

活
躍
途
上
の
年
代
で
あ
る
こ
と
を
再
確
認
で
き

ま
し
た
。
海
原
会
の
諸
先
輩
に
負
け
ぬ
よ
う
、Ｓ

57
卒
会
と
し
て
も
ま
だ
ま
だ
成
長
し
て
参
り
ま

す
。
楽
し
ん
で
参
り
ま
し
ょ
う
！   （
荒
尾
純
平
）

バ
ス
ケ
部
Ｏ
Ｂ
会

昭
和
37
年
卒
同
期
で
飲
み
会

コロ
ナ
を
か
い
く
ぐ
り
２
０
２
２
年
６
月
25
日
に

昭
和
37
卒
の
バス
ケ
部
飲
み
会
を
渋
谷
に
て
（
河

原
昭
夫
・
西
谷
弘
・
高
橋
純
一
・
高
橋
智
雄
・

津
吉
敦
・
山
崎
哲
夫
・
若
林
宏
・
筆
者
：
小
西

正
俊
）
８
名
で
や
り
ま
し
た
。
60
年
前
の
話
で
盛

り
上
が
り
、こ
こ
数
年
で
逝
って
し
ま
っ
た
友
を
懐

か
し
み
。
再
会
を
誓
い
お
開
き
と
な
り
ま
し
た
。

（
小
西
正
俊
）
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プ
ノ
ン
ペ
ン
海
原
会

先
輩
来
訪
で
久
々
の
飲
み
会

コロ
ナ
以
後
、一
人
ぼ
っ
ち
に
な
って
し
ま
っ
た
プ

ノンペン
海
原
会
で
す
が
、
久
に々
集
う
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
日
本
よ
り
一
足
先
に
ア
フ
タ
ー
コロ

ナ
と
な
っ
た
カ
ン
ボ
ジ
ア
で
は
、マス
ク
を
し
て
い
る

人
の
姿
も
あ
ま
り
見
か
け
る
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。

息
子
さ
ん
を
連
れ
て
久
に々
遊
び
に
来
た
国
井
先

輩(

昭
和
62
年
卒)

と
、カ
ン
ボ
ジ
ア
移
住
投
資
を

プ
ロモ
ー
ト
し
て
い
る
北
野
先
輩(

昭
和
54
年
卒)

と
一
緒
に
。         (

平
成
5
年
卒　
小
市
琢
磨)

海
原
会
会
員
で
バンコ
ク
に
お
住
い
の
方
が
い
ら
っ

し
ゃい
ま
し
た
ら
海
原
会
Ｈ
Ｐ
の
「
海
原
会
への
お

問
い
合
わ
せ
・
ご
連
絡
」
か
ら
お
知
ら
せ
く
だ
さ

い
。
よ
ろ
し
く
お
願
いい
た
し
ま
す
！

（
平
成
7
年
卒　
宮
本
裕
一
郎
）

切
り
、優
勝
を
手
に
し
ま
し
た
。

私
の
所
属
し
た
チ
ー
ムで
は
、
東
京
大
学
野
球
部

で
捕
手
と
し
て
活
躍
す
る
和
田
泰
晟
君（
４
年
）が

攻
守
に
わ
た
り
圧
巻
の
パフォ
ーマンス
を
披
露
し
て

く
れ
ま
し
た
。
最
近
で
は
同
じ
く
東
大
野
球
部
で

海
城
Ｏ
Ｂの
渡
辺
向
輝
投
手（
２
年
）と
、
早
稲
田
大

学
戦
で
同
窓
バッ
テ
リ
ー
を
組
む
な
ど
、
メ
デ
ィ
ア
で

も
話
題
に
な
って
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
六
大
学
野

球
で
の
活
躍
も
楽
し
み
で
す
。

午
後
は
、カ
フェテ
リ
ア
で
Ｏ
Ｂ
総
会
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
飲
食
を
伴
わ
な
い
形
式
で
、
山
本
先
生
に
よ

る
現
役
近
況
報
告
、
梶
監
督
に
よ
る
秋
季
大
会
ブ

ロック
優
勝
を
経
て
の
春
季
大
会
、そ
し
て
初
の
甲
子

園
出
場
に
か
け
る
意
気
込
み
表
明
、
集
ま
った
Ｏ
Ｂ

や
保
護
者
の
方
に々
響
い
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

来
年
は
第
10
回
目
の
節
目（
の
は
ず
）と
な
る
の
で
、

休
止
し
て
い
た
２
年
分
を
取
り
戻
す
ぐ
ら
い
賑
や
か

な
総
会
に
し
て
ゆ
き
た
い
で
す
。

（
平
成
9
年
卒　
宇
野
晋
）

新
型
コロ
ナ
の
影
響
で
実
に
3
年
ぶ
り
の
開
催

と
な
り
ま
し
た
が
、上
は
昭
和
54
年
卒
か
ら
、下
は

平
成
31
年
卒
ま
で
、
29
名
の
方
が
参
加
さ
れ
ま
し

た
。
鉄
分
濃
い
目
の
出
席
者
の
近
況
報
告
な
ど
は

変
わ
る
こ
と
な
く
、さ
ら
に
スペシャル
ゲ
ス
ト
（
海

城
Ｏ
Ｂ
）か
ら
の
素
敵
な
プ
レ
ゼン
ト
も
あ
り
、予
定

し
て
い
た
2
時
間
は
と
て
も
短
く
感
じ
ら
れ
る
ぐ

ら
い
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
引
き
続
き
、Ｏ
Ｂ
会
で

は
鉄
研
Ｏ
Ｂ
や
鉄
道
に
興
味
の
あ
る
海
城
Ｏ
Ｂ
の

方
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
随
時
下
記

ま
で
お
問
い
合
せ
下
さ
い
。
海
城
鉄
研
Ｏ
Ｂ
会　

info_kaijotekkenob@googlegroups.com

（
平
成
6
年
卒　
花
田
高
広
）

鉄
道
研
究
会
Ｏ
Ｂ
会

3
年
ぶ
り
の
新
年
会

恒
例
の
鉄
道
研
究
会
Ｏ
Ｂ
会
の
新
年
会
を
令

和
5
年
1
月
14
日（
土
）に
開
催
し
ま
し
た
。

野
球
部
部
Ｏ
Ｂ
会

現
役
と
対
抗
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

１
月
９
日
、成
人
の
日
に
、９
回
目
と
な
る
硬
式
野

球
部
Ｏ
Ｂ
総
会
お
よ
び
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
コロ
ナ
禍
で
２
０
２
１
年
、２
０
２
２
年
は

中
止
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
が
、
３
年
ぶ
り
の
開

催
が
実
現
し
ま
し
た
。

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
は
、Ｏ
Ｂ
や
保
護
者
の
方
が
40

名
近
く
参
加
し
、
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
こ

れ
ま
で
と
異
な
る
の
は
、
バッ
ト
や
マス
ク
は
使
用
の

都
度
、
消
毒
す
る
と
い
う
点
で
し
た
が
、
現
役
選
手

た
ち
が
そ
つ

な
く
対
応

し
て
く
れ
て
、

ゲ
ー
ム
進
行

も
スム
ー
ズ
で

し
た
。

例
年
通
り
、

現
役
チ
ー
ム

と
Ｏ
Ｂ
数
チ
ー

ム
の
総
当
た

り
戦
と
い
う

形
で
試
合
は

行
わ
れ
ま
し

た
。現
役
チ
ー

ム
は
、秋
季
大

会
ブ
ロッ
ク
優

勝
と
い
う
実

力
通
り
の
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス

で
、
歴
代
の
レ

ジ
ェン
ド
Ｏ
Ｂ

達
に
引
け
を

取
ら
な
い
戦

い
ぶ
り
で
し

た
。
し
か
し

な
が
ら
、そ
こ

は
年
の
功
の

Ｏ
Ｂ
チ
ー
ム
が

辛
く
も
勝
ち

柔
道
部
Ｏ
Ｂ
会

斎
田
先
生
囲
み
昼
飲
み
会

コロ
ナ
も
あ
り
高
齢
化
メンバー
の
身
体
を
気
遣

い
久
方
ぶ
り
の
開
催
で
す
。
4
月
22 

日
に
高
田

馬
場
で
の
昼
飲
み
会
を
開
き
ま
し
た
。
こ
の
会
は

Ｓ
56
年
卒（
去
年
還
暦
で
す
）が
中
心
で
す
が
ま
だ

ま
だ
現
役
優
勢
で
す
。
斎
田
先
生
は
日
本
盆
栽

協
会
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
で
お
忙
し
く
さ
れ
そ
の
迫

力
満
点
の
出
で
立
ち（
笑
）で
深
大
寺
な
ど
で
ミ
ニ

盆
栽
の
指
導
販
売
を
さ
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。
今

回
は
落
語
家
立
川
談
笑
さ
ん
（
Ｓ
59
卒
）
の
参
加

も
あ
り
一
花
を
添
え
ま
し
た
。
最
初
か
ら
最
後

ま
で
喋
り
っぱ
な
し
の
先
生
（
73
歳
）は
いつ
も
な

が
ら
誰
よ
り
も
お
元
気
で
し
た
。
感
謝
で
す
。

（
昭
和
57
年
卒　
込
谷
憲)

文
実
・
生
徒
会
Ｏ
Ｂ
会
新
年
会

若
手
交
流
会
も
計
画

コロ
ナ
禍
で
し
ば
ら
く「
オ
ン
ラ
イ
ン
新
年
会
」続

き
だ
っ
た
が
、久
し
ぶ
り
に
お
店
に
集
ま
って
会
食
。

今
回
初
参
加
の
若
い
メン
バ
ー
も
加
わ
り
、「
こ

れ
か
ら
の
働
き
方
」
な
ど
熱
い
議
論
が
展
開
さ
れ

る
場
面
も
。
そ
れ
で
も
や
は
り
母
校
愛
の
強
い

面
々
な
の
で
、
近
況
報
告
を
し
て
い
て
も
当
時
の
思

い
出
話
に
花
が
咲
く
。
20
～
30
代
の
若
手
交
流

会
も
近
日
中
に
開
催
予
定
な
の
で
、
ご
興
味
の
あ

る
方
は
お
気
軽
に
「
文
実
・
生
徒
会
Ｏ
Ｂ
会
」
津

村
ま
で
ご
連
絡
を
。kaijo.bunsei.ob@

gm
ail.

comバ
ン
コ
ク
海
原
会

久
し
ぶ
り
の
開
催  

本
格
再
始
動
！

Covid-19 

の
影
響
で
暫
く
、
お
休
み
し
て
い
ま

し
た
バンコ
ク
海
原
会
で
す
が
、
２
０
２
３
年
2
月

16
日
に
久
し
ぶ
り
に
集
ま
って
本
格
的
に
再
始
動

し
ま
し
た
！　

当
日
は
ま
さ
し
く
、
明
朗
闊
達
、

談
論
風
発
、痛
快
無
比
に
、Covid-19 

下
の
苦
労

話
を
も
笑
い
話
に
変
え
な
が
ら
、
大
い
に
楽
し
み

ま
し
た
！　
バンコ
ク
海
原
会
で
は
引
き
続
き
、新

規
会
員
を
捜
索
し
て
い
ま
す
！　
お
知
り
合
い
の
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合格おめでとうございます
2023年度　大学入試結果 2023年4月18日 現在

海外の大学
現役

Grinnell College 1
Rutgers University 1
University of California San Diego 1
海外大学総数 3

国公立大学
学部 総数 医 現役 医 卒業生 医

東京大学
合計　43

（現役31， 卒業生12）
推薦1含む

文科一類 6 4 2
文科二類 3 2 1
文科三類 6 5 1
理科一類 22 17 5
理科二類 6 3 3
理科三類

京都大学
合計　7

（現役6， 卒業生1）

文
法
経済
教育
総合人間 2 2
理 1 1
工 2 2
医 1 1 1 1
薬
農 1 1

一橋大学
合計   10

（現役9， 卒業生1）

法 2 2
経済 4 3 1
商 2 2
社会 1 1
ソーシャ 1 1

東京工業大学
合計   12 

（現役9， 卒業生3）
総合型選抜1含む

理
工 8 7 1
物質理工 1 1
情報理工
生命理工
環境社会 3 1 2

北海道大 7 1 7 1
弘前大 1 1 1 1
東北大 12 5 7 2 5 3
秋田大 １ 1 1 1
山形大 2 2 1 1 1 1
筑波大 6 1 5 1 1
群馬大 5 5 5 5
埼玉大 2 1 1
千葉大 9 4 9 4
電気通信大 2 1 1
東京医歯大 3 3 3 3
東京外大 1 1
東京学芸大 3 3
東京芸大 １ 1
東京農工大 3 3
横浜国立大 5 4 1
新潟大 3 3 2 2 1 1
富山大 1 1 1 1
山梨大 2 2 2 2
信州大 4 3 4 3
浜松医大 6 6 6 6
大阪大 2 1 2 1
岡山大 1 １ 1 1
九州大 3 2 1
九州工大 1 1
札幌医大 1 1 1 1
福島県立医大 1 1 1 1
高崎経大 1 1
東京都立大 1 1
横浜市立大 1 1 1 1
京都府立医大 1 1 1 1
防衛医科大学校 7 7 7 7
国公立大学・大学校総数 171 52 134 43 37 9

学部 総数 医 現役 医 卒業生 医

早稲田大学
合計 143

（現役106， 卒業生37）

文 7 7
文化構想 4 4
法 17 13 4
政治経済 26 21 5
商 10 7 3
社会科学 6 3 3
教育 4 1 3
人間科学 3 1 2
国際教養 1 1
基幹理工 30 24 6
創造理工 19 13 6
先進理工 15 11 4
スポーツ 1 1

慶應義塾大学
合計 111

（現役90， 卒業生21）

文 2 1 1
法 7 6 1
総合政策 5 5
経済 22 18 4
商 13 10 3
理工 46 39 7
環境情報 6 4 2
医 6 6 5 5 1 1
薬 4 2 2

岩手医大 2 2 2 2
東北医薬大 2 2 2 2
国際医療福祉大 16 16 12 12 4 4
獨協医大 2 2 1 1 1 1
埼玉医大 1 1 1 1
城西大 1 1
獨協大 3 3
千葉工大 1 1
東京歯大 1 1
青山学院大 24 21 3
学習院大 2 1 1
北里大 7 3 5 2 2 1
杏林大 7 7 6 6 1 1
工学院大 3 2 1
國學院大 1 1
国際基督教大 3 2 1
駒澤大 3 ３
芝浦工大 14 10 4
順天堂大 11 11 10 10 1 1
上智大 37 27 10
昭和大 4 4 4 4
成蹊大 11 4 7
成城大 2 2
専修大 1 1
中央大 35 22 13
帝京大 1 1 1 1
東海大 6 6 4 4 2 2
東京医大 2 2 1 1 1 1
東京慈恵会医大 7 7 4 4 3 3
東京電機大 2 2
東京農大 3 3
東京理大 119 90 29
東邦大 6 6 4 4 2 2
東洋大 6 4 2
日本大 17 2 11 2 6
日本医大 8 8 6 6 2 2
日本獣医生命大 1 1
法政大 25 12 13
武蔵大 1 1
東京都市大 2 2
武蔵野大 1 1
明治大 93 62 31
明治学院大 3 2 1
立教大 13 8 5
麻布大 2 1 1
金沢医大 3 3 3 3
愛知医大 1 1 1 1
藤田医大 1 1 1 1
立命館大 1 1
大阪芸大 1 1
久留米大 1 1 1 1
私立大学総数 774 92 547 63 227 29

私立大学

※「医」は医学部医学科の合格者数（東大理Ⅲを含む）

令
和
５
年
度
大
学
入
試
結
果
概
観

学
習
指
導
部
長
　
春
木
　
淳

今
年
３
月
の
卒
業
生
（
令
和
４
年
度
高
３
）
は

３
０
２
名
で
、
文
系
は
２
ク
ラ
スで
88
名
、
理
系
は
６
ク

ラ
スで
２
１
４
名
で
し
た
。

大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト
は
生
物
が
難
し
かった
昨
年

度
よ
り
さ
ら
に
難
化
し
、理
科
で
得
点
調
整
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
得
点
調
整
後
で
も
物
理
と
の
平
均
点
の
差

は
15
点
あ
り
、
生
物
選
択
者
に
とって
は
厳
し
い
出
題

で
し
た
。
数
学
Ⅱ
・
Ｂ
は
昨
年
度
よ
り
計
算
量
・
難

易
度
は
下
が
り
全
体
の
平
均
点
は
上
が
り
ま
し
た
が
、

本
校
理
系
の
平
均
点
も
90
点
を
超
え
、
非
常
に
良
く

頑
張
って
い
た
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。
他
の
教
科
・
科

目
に
お
い
て
も
、
全
体
的
に
セン
タ
ー
試
験
の
時
代
と

比
べて
問
題
文
が
長
文
に
な
り
、
図
・
グ
ラ
フ
や
会
話

文
か
ら
推
察
す
る
こ
と
を
求
め
ら
れ
る
問
題
も
多
く
、

読
解
力
・
思
考
力
を
要
す
る
問
題
が
増
え
て
い
ま
す
。

共
通
テ
ス
ト
も
３
年
目
で
、
追
試
も
入
れ
て
６
回
分
の

過
去
問
が
出
て
き
ま
し
た
が
、
練
習
と
し
て
さ
ら
に
前

の
セン
タ
ー
試
験
の
過
去
問
に
取
り
組
む
こ
と
も
あ
る

で
し
ょ
う
。
そ
の
と
き
も
共
通
テ
ス
ト
は
「
似
て
非
な

る
も
の
」と
い
う
認
識
が
必
要
で
す
。

東
京
大
学
の
合
格
者
は
43
名
（
現
役
31
名
、
既
卒

12
名
）
で
し
た
。
現
役
生
で
東
京
大
学
を
志
望
し
た

生
徒
は
昨
年
度
よ
り
20
名
あ
ま
り
減
り
、
合
格
者
も

少
な
く
な
り
ま
し
た
。
一
方
で
理
系
の
医
学
部
志
望

者
は
多
く
、国
公
立
大
学
の
医
学
部
の
合
格
者
は
52
名

（
現
役
43
名
、
既
卒
9
名
）で
、
国
公
立
医
学
部
の
現

役
の
合
格
者
数
と
し
て
は
過
去
最
多
で
し
た
。
本
校

で
は
講
習
と
し
て
「
医
学
部
講
座
」を
20
年
以
上
前

か
ら
実
施
し
、医
学
部
を
目
指
す
生
徒
の
多
く
が
こ
の

講
座
を
受
講
し
て
い
ま
す
。
毎
回
異
な
る
医
療
に
関

す
る
テ
ーマに
つい
て
、複
数
の
講
師
が
議
論
を
し
な
が

ら
生
徒
に
考
え
さ
せ
る
講
座
で
、小
論
文
の
添
削
や
面

接
の
指
導
も
あ
り
ま
す
。
担
当
講
師
は
、
単
に
受
験

科
目
で
高
い
点
数
を
取
る
だ
け
で
は
な
く
、
医
師
と
い

う
職
業
を
正
し
い
知
識
と
ち
ゃ
ん
と
し
た
心
構
え
を

持
って
選
ん
で
欲
し
い
と
願
って
い
ま
す
。

今
年
度
の
現
役
進
学
率
は
昨
年
度
よ
り
8
％
ア
ッ

プ
し
て
75
・
２
％
で
過
去
最
高
と
な
り
ま
し
た
。
年
々

浪
人
を
避
け
、
現
役
合
格
に
こ
だ
わ
る
生
徒
が
増
え

て
き
て
い
ま
す
。
統
計
に
よ
る
と
毎
年
18
歳
人
口
は

減
少
し
て
お
り
、
大
学
の
定
員
が
進
学
希
望
者
数
を

上
回
る
「
大
学
全
入
時
代
」
と
言
わ
れ
た
り
も
し
ま

す
。私
立
の
一
部
の
大
学
で
は
定
員
割
れ
が
常
態
化
し
、

キ
ャン
パスの
あ
る
自
治
体
の
支
援
を
受
け
て
公
立
大

学
と
な
って
再
生
し
た
り
、
や
む
を
得
な
く
閉
校
と
い

う
選
択
を
す
る
大
学
も
出
て
き
て
い
ま
す
。一
方
で
上
位

の
大
学
で
は
志
願
者
が
集
ま
って
相
変
わ
ら
ず
高
い
関
門

で
あ
り
、
志
願
者
の
集
ま
る
大
学
と
そ
う
で
は
な
い
大
学

で
二
極
化
し
て
い
る
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。
強
い
現
役
志

向
は
、「
浪
人
を
し
た
く
な
い
」か
ら
必
死
に
努
力
を
す

る
と
い
う
の
で
あ
れ
ば
よ
い
の
で
す
が
、
現
役
に
こ
だ
わ
る

あ
ま
り
志
望
校
を
下
げ
て
受
け
て
合
格
し
た
あ
と
で
、進

学
の
際
に
悩
ん
で
し
ま
う
生
徒
も
い
た
よ
う
で
す
。
ま
た
、

他
大
学
に
通
い
な
が
ら
東
大
に
合
格
し
た
、い
わ
ゆ
る「
仮

面
浪
人
」と
呼
ば
れ
る
既
卒
生
も
今
年
度
い
ま
し
た
。
ど

の
受
験
生
に
も
心
置
き
な
く
思
い
切
り
チ
ャレン
ジ
で
き

る
環
境
を
提
供
し
て
あ
げ
た
い
と
常
々
思
って
い
ま
す
。



※海原会は皆様の会費で運営されております。 12

 （
国
井
信
男  

記
）

武
蔵
野
市
吉
祥
寺
南
町
１–

５–

10

Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｔ
Ａ
Ｎ
Ｏ
吉
祥
寺 

Ｂ
1F

０
４
２
２–
４
８–
２
５
８
５

営
業
時
間
：
19
：
00
～
25
：
00

定
休
日
：
日・祝
日

卒年につきまして
海原会では、会員の分類法の一つとして卒年を利用しています。卒
年は卒業年度ではなく、卒業式を行ったときの年号で表します。その
ため、昭和64年卒、令和元年卒はありません。

なお、会報の住所欄に記載されている3桁の数字は卒年を表します。
百の位の3は昭和、4は平成、5は令和です。十の位と一の位は卒業し
た各年号の数字です。
例えば昭和48年卒は348、平成9年卒は409、令和2年卒は502と
なります。

【会報バックナンバー閲覧パスワード】
ホームページの活動レポートから会報のバックナンバ

ーの閲覧が

できます。閲覧にはパスワードを設定しております。

ユーザー名はkaihouです。

パスワードは2023年5月20日をめどに「2gokan.8
」から

「j1n.shiBa」に変わります。

払込取扱票(赤い紙)につきまして
払込取扱票は年度会費・永年会費・寄付の払込のために会報に
毎回同封しています。封入作業の都合上、永年会費を納められ
た方にも送られていますがご容赦ください。
永年会費を納められた方でも2回3回の永年会費や寄付は大歓
迎です。

掲示板海原会への連絡について
常駐スタッフがおりませんので電話（留守番電話を含む）での対

応は出来ません。ＦＡＸかＨＰの「海原会へのお問い合わせ・ご連

絡」からご連絡ください。なお海城学園に電話をかけることは学

園業務の妨げになりますのでご遠慮ください。

海原会総
会

海原会総
会

4年ぶりに
対面で開

催へ
4年ぶりに

対面で開
催へ

同時中継
も実施

同時中継
も実施

転送届は海原会にも
会報「海原」は郵便ではなく、ヤマト運輸のＤＭ便でお届けしてい

ます。引越の際、転送届は郵便局だけでなく、海原会にもお願い

いたします。

住
み
た
い
街
ラ
ン
キ
ン
グ
上
位
の
常
連
、吉
祥
寺
。
井
の
頭
通

り
沿
い
の
ビ
ル
の
地
下
に
あ
る
Ａ
Ｌ
Ｂ
Ａ
で
は
、
酒
を
通
し
て
自

分
に
向
き
合
え
る
時
間
が
流
れ
る
。Ａ
Ｌ
Ｂ
Ａ
の
オ
ー
ナ
ー
バ
ー

テ
ン
ダ
ー
が
武
田
慎
生
さ
ん（
Ｓ
62
）だ
。

武
田
さ
ん
は
、
中
高
６
年
を
海
城
で
過
ご
し
た
。
現
在
は

完
全
中
高
一
貫
の
海
城
で
あ
る
が
、当
時
は
海
城
中
学
出
身
と

い
う
の
は
少
数
派
で
あ
っ
た
。
入
学
時
の
担
任
は
社
会
科
の

小
林
先
生
。
そ
の
影
響
も
あ
っ
た
か
、高
校
で
は
小
林
先
生
が

顧
問
の
ラ
グ
ビ
ー
部
に
所
属
し
た
。
仲
間
に
恵
ま
れ
た
海
城

生
活
で
あ
っ
た
と
い
う
。

海
城
高
校
卒
業
後
は
中
央

大
学
を
経
て
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
生

活
へ
。
し
か
し
、あ
る
と
き
、馴

染
み
の
店
の
オ
ー
ナ
ー
が
新
し

い
店
を
出
す
の
で
誘
わ
れ
、
そ

れ
を
き
っ
か
け
に
、
バ
ー
テ
ン

ダ
ー
へ
の
道
へ
踏
み
出
し
た
。

「
昭
和
の
雰
囲
気
が
残
る
こ
ろ

の
修
業
だ
か
ら
、そ
れ
は
厳
し

く
て
…
」
と
武
田
さ
ん
。
渋
谷

や
銀
座
で
の
修
業
時
代
は
、
と

き
に
師
匠
か
ら
破
門
を
言
い

渡
さ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
と
い

う
が
、
不
思
議
と
イ
ヤ
に
な
る

こ
と
は
無
か
っ
た
。「
酒
の
持
つ
物
語
と
奥
深
さ
。
そ
の
神
髄

を
知
る
こ
と
が
楽
し
く
て
仕
方
な
か
っ
た
ん
で
す
」と
の
こ
と
。

吉
祥
寺
に
店
を
構
え
て
、
今
で
は
24
年
目
に
な
っ
た
。
Ａ
Ｌ

Ｂ
Ａ
の
ス
タ
イ
ル
は
オ
ー
セ
ン
テ
ィ
ッ
ク
バ
ー
。
専
門
的
な
知
識

と
カ
ク
テ
ル
の
技
術
を
持
つ
バ
ー
テ
ン
ダ
ー
が
供
す
る
酒
を
、落

ち
着
い
た
雰
囲
気
の
中
で
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
。 

３
杯
の
酒
を
お
任
せ
で
注
文
。

１
杯
目
は
ジ
ン
ト
ニッ
ク
。

最
近
は
国
産
の
ジ
ン
が
増
え
て
い
る
が
、
山
椒
の
フ
レ
ー
バ
ー

で
国
産
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
な
ど
試
行
錯
誤
が
始
ま
っ
た
ば
か
り
。

そ
ん
な
中
、
薬
草
の
扱
い
に
慣
れ
た
Ｙ
社
の
も
の
は
ひ
と
味
違

う
…
、な
ど
と
デ
ィ
ー
プ
な
話
を
聞
い
て
い
る
間
に
、
す
っ
と
出

て
き
た
ジ
ン
ト
ニッ
ク
。
苦
み
が
爽
や
か
で
、
し
っ
か
り
と
ジ
ン

を
感
じ
る
。

２
杯
目
は
ブ
ラ
ッ
デ
ィマ
リ
ー
。

酒
に
合
う
塩
味
多
め
の
ト
マ
ト
ジ
ュー
ス
は
自
家
製
。
ト
マ
ト

の
甘
味
を
シ
ン
プ
ル
に
感
じ
る
た
め
、
ト
マ
ト
ジ
ュー
ス
と
ウ
オ
ッ

カ
だ
け
で
、あ
と
は
何
も
足
さ
な
い
。

来
週
、
徳
島
か
ら
特
別
な
ト
マ
ト
が
手
に
入
る
と
の
こ
と
。

何
が
特
別
な
の
か
は
教
え
て
も
ら
え
な
か
っ
た
が
、興
味
深
い
。

３
杯
目
は
シ
ン
グ
ル
モ
ル
ト
ウ
ィ
ス
キ
ー
。

ピ
ー
ト
香
が
好
き
だ
が
、あ
ま
り
き
つ
く
な
い
方
が
い
い
、と

伝
え
る
と
、
た
く
さ
ん
ボ
ト
ル
が
並
ん
だ
棚
か
ら
一
本
が
出
て

き
た
。

有
名
な
ア
イ
ラ
モ
ル
ト
の
酒
造
所
が
作
っ
た
も
の
だ
が
、ブ
ラ

ン
ド
に
縛
ら
れ
ず
自
由
に
作
り
た
か
っ
た
の
で
、
社
名
を
秘
密

に
し
た
一
品
と
の
こ
と
。

仕
上
げ
の
一
杯
に
ふ
さ
わ
し
い
豊
か
な
ピ
ー
ト
香
。
少
し
遅

れ
て
グ
ラ
デ
ー
シ
ョン
の
よ
う
に
甘

い
香
り
が
追
い
か
け
て
く
る
。
ア

ルコ
ー
ル
度
数
は
50
度
ほ
ど
だ
が
、

ピ
リ
リ
と
せ
ず
に
舌
の
上
を
ゆ
っ

た
り
と
滑
って
い
く
。

棚
に
は
２
５
０
本
ほ
ど
の
酒
が

あ
る
。
カ
ク
テ
ル
は
、客
の
好
み
を

聞
い
て
作
る
の
で
、
決
ま
っ
た
レ
シ

ピ
に
こ
だ
わ
ら
な
い
。
ず
ら
り
と

並
ん
だ
酒
を
組
み
合
わ
せ
て
で
き

る
カ
ク
テ
ル
の
種
類
は
、ど
の
く
ら

い
だ
ろ
う
。

こ
の
仕
事
の
何
が
楽
し
い
の
か
、

と
尋
ね
る
と
、
偉
そ
う
な
言
い
方

に
な
る
の
で
恐
縮
で
す
が
、と
前
置

き
し
て
、「
お
客
様
の
目
か
ら
鱗
を
落
と
し
た
と
き
」と
答
え
た
。

カ
ク
テ
ル
と
い
う
も
の
は
、
混
ぜ
方
ひ
と
つ
で
も
味
が
変
わ

り
、
雑
に
扱
う
と
酒
が
壊
れ
て
し
ま
う
。
本
物
の
技
術
で
作
っ

た
カ
ク
テ
ル
を
飲
む
と
き
、
客
は
、「
今
ま
で
飲
ん
で
い
た
の
は

何
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
？
」と
驚
く
ら
し
い
。

確
か
な
技
術
で
、
酒
の
楽
し
さ
を
追
い
求
め
る
武
田
さ
ん
で

あ
っ
た
。

Ｂ
Ａ
Ｒ  

Ａ
Ｌ
Ｂ
Ａ

Ｂ
Ａ
Ｒ  

Ａ
Ｌ
Ｂ
Ａ

自
薦
他
薦
、海
城
Ｏ
Ｂ
の
お
店
情
報
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

⑰

海
腹
グ
ルメ

編集担当

森
山
昭
洋
（
Ｓ
41
）

小
西
洋
也
（
Ｓ
41
）

川
田
洋
之
助
（
Ｓ
46
）

国
井
信
男
（
Ｓ
62
）

岡
本
浩
太
郎
（
H‌

02
）

樵　

裕
介
（
H‌

02
）

横
嶋
良
太
（
H‌

05
）

編
集
後
記

◎
長
く
会
報
編
集
に
携
わ
って
き
た
片
山
忠
美
さ

ん（
Ｓ
28
年
卒
）が
亡
く
な
ら
れ
ま
し
た
。編
集
子
一

同
心
よ
り
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

◎
ま
だ
気
は
抜
け
な
い
ぞ
と
マス
ク
は
し
っか
り
、手

洗
い
も
徹
底
。2
類
か
ら
5
類
で
も
コロ
ナ
は
同
じ

は
ず
。ゆ
る
み
そ
う
な
気
を
引
き
締
め
な
が
ら
少
し

ず
つ
行
動
範
囲
を
広
げ
始
め
ま
し
た
。        （
森
山
）

◎
コロ
ナ
騒
ぎ
で
数
年
間
母
校
で
の
総
会
は
行
わ
れ

な
か
っ
た
が
、そ
れ
に
ひ
っ
か
か
っ
た
最
初
の
年
は
僕

の
卒
業
50
周
年
の
年
で
し
た
。今
年
は
な
ん
と
か
母

校
に
て
リ
ア
ル
対
面
で
の
総
会
が
行
わ
れ
る
に
至
り

嬉
し
い
限
り
と
思
い
つ
つ
会
報
作
り
を
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。し
か
し
所
用
で
総
会
に
は
出
席
で
き

な
い
の
が
残
念
で
な
り
ま
せ
ん
。で
も
海
原
会
と
母

校
の
発
展
を
願
う
心
は
皆
さ
ん
と
同
じ
で
す
。こ
れ

か
ら
も
よ
ろ
し
く
協
力
し
て
ブ
ラ
ボ
ー
で
ま
い
り
ま

し
ょ
う
。                             　
　

                 （
川
田
）

◎
海
城
の
サ
イ
エン
スセン
タ
ー(

新
理
科
館)

を
、長

島
記
念
館
と
勝
手
に
あ
だ
名
す
る
昭
和
の
海
城
Ｏ

Ｂ
が
何
人
も
い
る
。そ
の
く
ら
い
、習
っ
た
世
代
に
とっ

て
長
島
先
生
は
印
象
深
い
。村
山
先
生
の
お
話
を
伺

い
な
が
ら
、つ
く
づ
く
思
っ
た
。  　
　
　
　

  （
国
井
）

◎
総
会
が
4
年
ぶ
り
に
対
面
で
開
催
さ
れ
る
こ
と

を
本
当
に
嬉
し
く
思
い
ま
す
。ち
ょ
う
ど
今
年
私
は

卒
業
30
周
年
。記
念
品
を
も
ら
え
る
の
が
楽
し
み

な
の
で
リ
ア
ル
出
席
し
ま
す
。ち
な
み
に
、最
近
ま
で

去
年
が
30
周
年
に
該
当
す
る
と
勘
違
い
し
て
お
り
、

同
級
生
に
間
違
い
を
指
摘
さ
れ
ま
し
た
。    （
横
嶋
）

◎
５
月
８
日
か
ら
新
型
コロ
ナ
の
感
染
症
法
上
の
位

置
付
け
も
5
類
に
引
き
下
げ
ら
れ
社
会
経
済
活
動

の
大
き
な
緩
和
に
踏
み
出
し
ま
す
。海
城
Ｏ
Ｂ
の
集

ま
り
も
増
え
て
く
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。そ
の
際
は

是
非
、写
真
を
添
え
て
海
原
会
宛
に
近
況
と
共
に

お
知
ら
せ
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。          （
樵
）

◎
対
話
型
Ａ
Ｉ
の
登
場
で
人
と
の
生
の
会
話
よ
り

機
械
と
の
会
話
が
主
流
に
な
る
の
だ
ろ
う
か
。そ
ん

な
な
か
今
回
の
グ
ル
メ・
海
城
人
は
い
ず
れ
も
生
身

の
人
間
で
な
い
と
出
来
な
い
こ
と
を
や
って
い
る
方
々

で
あ
っ
た
の
は
ほ
っ
と
す
る
。人
間
力（
変
な
言
葉
だ

が
）が
問
わ
れ
る
時
代
に
な
って
い
る
。         （
小
西
）

吉
祥
寺


